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(57)【要約】
　本発明は、種無しペッパー（ＳＬＰ）全般に関し；よ
り詳細には、食用に適する種無し果実を成長する能力を
含む独特の特性を有する、雄性不稔性ペッパー植物に関
し、ここで、この「種無し」形質は、外来因子と独立し
た遺伝的決定因子によって制御される。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　種無し果実を成長させるペッパー植物であって、該「種無し」形質は、遺伝的決定因子
によって制御され、そして単為結実を誘発する植物ホルモンによる外部処理に無関係であ
る、ペッパー植物。
【請求項２】
　受粉及び受精のプロセスに関係なく種無し果実を成長させる、請求項１に記載のペッパ
ー植物。
【請求項３】
　前記「種無し」形質が、単為結実を誘発する外的因子の適用、及び／又は外的に投与さ
れた単為結実誘発剤による処理に無関係である、請求項１又は２に記載のペッパー植物。
【請求項４】
　前記種無し果実が、少なくとも９５％の種無しであることを特徴とする、請求項１～３
のいずれか１項に記載のペッパー植物。
【請求項５】
　前記種無し果実が、１００％の種無しであることを特徴とする、請求項４に記載のペッ
パー植物。
【請求項６】
　前記植物において成長した果実の少なくとも６０％が、少なくとも９５％の種無しであ
る、請求項４に記載のペッパー植物。
【請求項７】
　前記植物において成長した果実の少なくとも４０％が、少なくとも１００％の種無しで
ある、請求項１～３のいずれか１項に記載のペッパー植物。
【請求項８】
　前記植物において成長した果実の１００％が、１００％の種無しである、請求項７に記
載のペッパー植物。
【請求項９】
　前記植物が、該植物全体に種無し果実を実止まりさせる能力を有する、請求項１～８の
いずれか１項に記載のペッパー植物。
【請求項１０】
　実止まりが、枝の第一節から開始し、枝全体の長さ方向に沿って進行する、請求項９に
記載のペッパー植物。
【請求項１１】
　前記植物が、節の約２０％において、節あたり２個の果実を成長させる、請求項１０に
記載のペッパー植物。
【請求項１２】
　加工又は保存食の生産のための、食用の生鮮産物又は生鮮カット産物としての使用に適
する種無し果実を成長させる、請求項１～１１のいずれか１項に記載のペッパー植物。
【請求項１３】
　前記植物が、変形のない正常な外観の果実を成長させる、請求項１～１２のいずれか１
項に記載のペッパー植物。
【請求項１４】
　前記植物が、ドルチェタイプペッパー（dolce‐type pepper）、ベルペッパー（bell p
epper）、ビッグレクタンギュラーペッパー（big rectangular pepper）、コニカルペッ
パー（conical pepper）、ロングコニカルペッパー（long conical pepper）、及びブロ
ッキータイプペッパー（blocky‐type pepper）を含むスィートペッパーから成る群より
選択されるペッパーを成長させる、請求項１２又は１３のいずれか１項に記載の植物。
【請求項１５】
　前記植物の成熟した果実が、常緑色、黄色、オレンジ色、象牙色、茶色、紫色、又は赤
色である、請求項１２～１４のいずれか１項に記載の植物。
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【請求項１６】
　成熟期では赤く色づき、未成熟（熟していない）期では暗緑色に色づくペッパー果実を
成長させる、請求項１５に記載の植物。
【請求項１７】
　前記植物が、同系交配、二ゲノム性半数体、又はハイブリッドである、請求項１～１６
のいずれか１項に記載の植物。
【請求項１８】
　前記植物が、雄性不稔性である、請求項１～１７のいずれか１項に記載の植物。
【請求項１９】
　前記「種無し」形質が、アバディーン　ＡＢ２１　９ＹＡ、スコットランド、英国のＮ
ＣＩＭＢに、それぞれＮＣＩＭＢ４１５５８、ＮＣＩＭＢ４１５５９、ＮＣＩＭＢ４１５
６０、ＮＣＩＭＢ４１５６１、及びＮＣＩＭＢ４１５６２の受託番号で２００８年５月２
６日に寄託された種子から成長させた、トウガラシ（Capsicum annuum）ＡＲ０７‐Ｆ１
‐５６‐ｂ；トウガラシＡＲ０７‐Ｆ１‐８７‐ｂ；トウガラシＡＲ０７‐Ｆ１‐１６６
‐ｂ；トウガラシＡＲ０７‐Ｆ１‐１７１‐Ｘ；及び、トウガラシＡＲ０７‐Ｆ１‐１７
２‐Ｘから成るハイブリッドの群より選択される（ハイブリッド）ペッパー植物から得る
ことができる、請求項１～１８のいずれか１項に記載のペッパー植物。
【請求項２０】
　前記種無し形質が、前記の寄託された種子から成長させた前記のハイブリッドペッパー
植物から、ｉ）該ハイブリッド種子から成長させた該ハイブリッド植物を自殖させる工程
と、ｉｉ）種無しペッパー果実を成長させる植物を選別する工程と、ｉｉｉ）任意に、さ
らに選択された種無しペッパー植物を無性的に繁殖させる工程と、を含む方法によって得
ることができる、請求項１９に記載のペッパー植物。
【請求項２１】
　「種無し形質」を含む請求項１～２０のいずれか１項に記載のペッパー植物であって、
ここで該形質が、育種、単一形質転換（single trait conversion）、及び形質転換から
成る群より選択される方法によって前記の植物へ導入される、ペッパー植物。
【請求項２２】
　前記ペッパー植物中の「種無し」形質を制御する遺伝的決定因子と遺伝的に連結した遺
伝マーカーによって識別することができ、アバディーン　ＡＢ２１　９ＹＡ、スコットラ
ンド、英国のＮＣＩＭＢに、それぞれＮＣＩＭＢ４１５５８、ＮＣＩＭＢ４１５５９、Ｎ
ＣＩＭＢ４１５６０、ＮＣＩＭＢ４１５６１、及びＮＣＩＭＢ４１５６２の受託番号で２
００８年５月２６日に寄託された種子から成長させた、トウガラシＡＲ０７‐Ｆ１‐５６
‐ｂ；トウガラシＡＲ０７‐Ｆ１‐８７‐ｂ；トウガラシＡＲ０７‐Ｆ１‐１６６‐ｂ；
トウガラシＡＲ０７‐Ｆ１‐１７１‐Ｘ；及び、トウガラシＡＲ０７‐Ｆ１‐１７２‐Ｘ
、と称するハイブリッドペッパー植物、又はこれらのＦ２子孫から得ることができる、請
求項１～２１のいずれか１項に記載のペッパー植物。
【請求項２３】
　ＮＣＩＭＢ４１５５８、ＮＣＩＭＢ４１５５９、ＮＣＩＭＢ４１５６０、ＮＣＩＭＢ４
１５６１、及びＮＣＩＭＢ４１５６２で寄託されたハイブリッドペッパー植物を成長させ
るための種子。
【請求項２４】
　アバディーン　ＡＢ２１　９ＹＡ、スコットランド、英国のＮＣＩＭＢに、それぞれＮ
ＣＩＭＢ４１５５８、ＮＣＩＭＢ４１５５９、ＮＣＩＭＢ４１５６０、ＮＣＩＭＢ４１５
６１、及びＮＣＩＭＢ４１５６２の受託番号で２００８年５月２６日に寄託された種子か
ら成長させた、トウガラシＡＲ０７‐Ｆ１‐５６‐ｂ；トウガラシＡＲ０７‐Ｆ１‐８７
‐ｂ；トウガラシＡＲ０７‐Ｆ１‐１６６‐ｂ；トウガラシＡＲ０７‐Ｆ１‐１７１‐Ｘ
；及び、トウガラシＡＲ０７‐Ｆ１‐１７２‐Ｘ、と称するハイブリッドであるペッパー
植物。
【請求項２５】
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　請求項１～２２及び請求項２４のいずれか１項に記載の植物の種子。
【請求項２６】
　請求項１～２２及び請求項２４のいずれか１項に記載の植物から得ることができる植物
物質。
【請求項２７】
　請求項１～２２及び請求項２４のいずれか１項に記載の植物の植物部分。
【請求項２８】
　請求項１～２２及び請求項２４のいずれか１項に記載の植物の果実。
【請求項２９】
　加工された果実である、請求項２８に記載の果実。
【請求項３０】
　種無しペッパー果実を（食品産物として）生産する方法であって、
　ｉ）請求項１～２２及び請求項２４のいずれか１項に記載のペッパー植物を提供する工
程；
　ｉｉ）該ペッパー植物を増殖／繁殖させる工程；
　ｉｉｉ）例えば、雄性稔性ペッパー植物、又は除雄を用いて該ペッパー植物の受粉を任
意に防止する工程；
　ｉｖ）該植物に種無しペッパー果実を成長させる工程；及び
　ｖ）該ペッパー果実を収穫する工程、
により特徴付けられる、方法。
【請求項３１】
　種無しペッパー植物を生産する方法であって、
　ｉ）雌性系としての請求項１～２１のいずれか１項に記載の種無しペッパー植物、及び
雄性系としての雄性稔性（種有り）ペッパー植物を交雑させることによって作出されたＦ
１ハイブリッドの種子を提供する工程；
　ｉｉ）該種子を発芽させてそこから成熟稔性植物を成長させる工程；
　ｉｉｉ）（ｉｉ）の下で成長させた該植物の自己受粉を誘発し、果実を成長させてそこ
から稔性の種子を収穫する工程；及び
　ｉｖ）ｉｉｉ）の下で収穫した種子から植物を成長させ、種無し果実を成長する植物を
選別する工程、
により特徴付けられる、方法。
【請求項３２】
　前記ハイブリッド種子が、アバディーン　ＡＢ２１　９ＹＡ、スコットランド、英国の
ＮＣＩＭＢに、ＮＣＩＭＢ４１５５８、ＮＣＩＭＢ４１５５９、ＮＣＩＭＢ４１５６０、
ＮＣＩＭＢ４１５６１、及びＮＣＩＭＢ４１５６２の受託番号で２００８年５月２６日に
寄託されたハイブリッド種子である、請求項３１に記載の方法。工程ｉｖ）において、種
無し果実を成長する植物の選別は、遺伝マーカーの使用によって達成される、請求項３１
又は３２のいずれか１項に記載の方法。
【請求項３３】
　前記マーカーが、アバディーン　ＡＢ２１　９ＹＡ、スコットランド、英国のＮＣＩＭ
Ｂに、それぞれＮＣＩＭＢ４１５５８、ＮＣＩＭＢ４１５５９、ＮＣＩＭＢ４１５６０、
ＮＣＩＭＢ４１５６１、及びＮＣＩＭＢ４１５６２の受託番号で２００８年５月２６日に
寄託された種子から成長させた、トウガラシＡＲ０７‐Ｆ１‐５６‐ｂ；トウガラシＡＲ
０７‐Ｆ１‐８７‐ｂ；トウガラシＡＲ０７‐Ｆ１‐１６６‐ｂ；トウガラシＡＲ０７‐
Ｆ１‐１７１‐Ｘ；及び、トウガラシＡＲ０７‐Ｆ１‐１７２‐Ｘ、と称するハイブリッ
ドペッパー植物、又はこれらのＦ２子孫の「種無し」形質を制御する遺伝的決定因子と遺
伝的に連結している、請求項３３に記載の方法。
【請求項３４】
　ＮＣＩＭＢ４１５５８、ＮＣＩＭＢ４１５５９、ＮＣＩＭＢ４１５６０、ＮＣＩＭＢ４
１５６１、及びＮＣＩＭＢ４１５６２の受託番号で寄託された種子の単為結実性ペッパー



(5) JP 2010-528670 A 2010.8.26

10

20

30

40

50

果実の生産のための使用。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、種無しペッパー（ＳＬＰ）全般に関し；より詳細には、下記の独特の特性を
有する雄性不稔性種無しペッパーに関する。
【０００２】
　果実は、子房の発育の結果である。通常の果実の発育では、実止まりの開始は、受粉及
び受精プロセスが正しく完了することに依存する。果実の発育の開始は、一般に、受精が
発生するまで抑制される。
【０００３】
　一般に、果実の発育の全体は、受粉及び受精に続いて発生し、同時に種子が成熟する。
果実は、種子の発育に適切な環境を提供している。
【０００４】
　外部又は内部要因が、果実の発育の通常のプロセスを時に妨げる場合があり、そうなる
と、単為結実性の実止まり等におけるように、果実の発育は受粉及び受精と無関係になり
得る。単為結実性の植物では、果実の発育及び開始は受精と分離されている。単為結実特
性は、受粉及び受精を伴わない、種子が無いか又はその数が減少した果実の発育をもたら
すことができる。単為結実は、従って、受粉及び／又は受精のプロセスとは無関係に子房
が種無し果実へと発育することを意味する。
【０００５】
　単為結実特性は、多くの植物種において公知であり、自然に発生する場合もあり、又は
、例えば、異なるホルモンの適用等、種々の外部刺激によって人工的に誘発することも可
能である。そのような種のほとんどにおいて、種子が無いか又はその数が減少した果実が
作り出される結果となる単為結実現象の源は、遺伝的及び／又は後成的な基礎を有し得る
。植物の単為結実は、植物の生存及び増殖の機会を減少させる突然変異として見ることが
できる。論理的に推定すると、植物は、自身の増殖の可能性を上昇させる果実のためにの
みエネルギーを蓄えておくことを「必要」としていると考えられ、従って、種無しの果実
を作り出す植物の排除が進化の過程で求められるか、又は受精が行われなかった場合は開
始した果実が落果する場合があるであろうと考えられる。恐らくは、このことが、単為結
実現象が非常に稀であることの理由である。作物の栽培では：Ａ）種子が望ましくないも
のと見られる場合の種無し果実の栽培（スイカ、キュウリ）、及びＢ）受精条件が有害で
ある場合の収穫量の向上（トマト、ナス）、という実質的に２つの理由でこれが利用され
る。
【０００６】
　単為結実は、スイカの場合のように不稔性を伴うことが多いが、例えばキュウリ及びト
マトの場合のように、この特性は独立した形質としても見られる。
【０００７】
　単為結実は、自然に発生する場合もあり、又は人工的に誘発することもできる。自然の
単為結実は、遺伝的な基礎を有し得、従って、遺伝的決定因子によって制御され得る。「
種無し」形質は、絶対的なもの又は任意のものであり得、すなわち、常に発現されるか、
又は環境条件に依存し得る。
【０００８】
　人工的に誘発された単為結実は、植物及び／又は花及び／又は子房を死花粉抽出物（ｄ
ｅａｄ　ｐｏｌｌｅｎ　ｅｘｔｒａｃｔ）等の外的な剤で処理した結果、又は天然若しく
は合成の成長調節物質を適用した結果であり得る。実際、成長調節剤の外的な適用は、例
えば温室内等の保護栽培では、収穫量及び果実品質の向上の目的で種無し果実の形成を誘
発するために頻繁に用いられているが、露地栽培においても、有害な条件下での生産量の
減少を防ぐために用いられている。しかし、このような方策はコスト及び手間がかかるも
のであり、しかも、単為結実が部分的にしか誘発されない場合も多い。さらに、化学処理
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は、果実上及び土壌中への残留化学物質の増加を引き起こす場合もあり、また、果実の奇
形も多く観察される。
【０００９】
　自然の単為結実に基づく種無しスイートペッパーの栽培品種はまだ存在せず；従って、
化学的な操作を用いて人工的に単為結実が誘発された。オーキシン、ジベレリン、及びサ
イトカイニン（Ｓｊｕｔ　ａｎｄ　Ｂａｎｇｅｒｔｈ，　１９８２／８３；　Ｋｉｍ　ｅ
ｔ　ａｌ．，　１９９２）、並びにオーキシン輸送阻害剤（Ｂｅｙｅｒ　ａｎｄ　Ｑｕｅ
ｂｅ‐ｄｅａｕｘ，　１９７４；　Ｋｉｍ　ｅｔ　ａｌ．，　１９９２）はすべて、いく
つかの果実野菜作物への適用に成功している。
【００１０】
　果実の品質及び収穫量は、一般に果実内に存在する種子の数に依存する。種子の数が多
いと、通常は果実の大きさ及び品質が向上する。ペッパー果実の収穫量及び品質が種子の
数に大きく依存していることは特に公知である。さらに、ペッパーは、通常、実止まりに
対する感受性が非常に高い。植物がこのプロセスを一旦開始させると、そのエネルギーの
大部分が実止まりに向けられる。限界のあるエネルギー及び同化した資源に対するこの競
争の結果、続いての果実の実止まり及び発育、並びに葉、枝、及び根の成長が阻害される
。種子の数の増加が、さらなる植物の成長を低下させる。
【００１１】
　ペッパー植物の実止まりへの感受性は、「フラッシング（ｆｌｕｓｈｉｎｇ）」現象の
原因の一つであり、これが実止まりの循環的な変動、従って、ペッパー果実の収穫量が高
い数週間と収穫量が低い数週間とを交互に引き起こす。この不規則な収穫のパターンは、
栽培者が成長季中の市場の需要に合わせることを難しくし、さらには、温室での労働力需
要の変動も引き起こすことから、ペッパーの栽培者にとって重要な問題である。
【００１２】
　他の種、例えばトマトでは、実止まりに対する感受性がかなり低い。トマトは、種子が
ほとんどない場合でも比較的良好な収穫量及び果実品質を得ることでき、又は果実が数多
くの種子を有する場合でも成長を続けることができる。受精条件が有害であるいくつかの
種においては、人工のツールによって実止まりを確実にすることができる。トマトでは、
特定のホルモン（オーキシン）を散布することによって、種無しの状態であっても、実止
まりを誘発することができる。
【００１３】
　Ｈｅｕｖｅｌｉｎｋ及びＫｏｒｎｅｒ（２００１）は、単為結実性の果実をペッパー植
物上で成長させることが、ペッパーの成長におけるフラッシングの問題を少なくとも低減
させ、さらに高品質のペッパー果実を収穫し得るという作業仮説を試験した。
【００１４】
　Ｈｅｕｖｅｌｉｎｋ及びＫｏｒｎｅｒ（２００１）は、自己受粉を阻害し、柱頭へオー
キシンを適用することによって、ペッパーでの単為結実性果実の成長を誘発した。単為結
実性果実の成長は、より規則的な実止まり及び収穫量をもたらし、従ってこれがフラッシ
ングの問題を低減させる可能性を有することを彼らは確認することができた。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１５】
　しかし、植物ホルモン又はその他の誘発剤を外的に適用して単為結実性の成長を誘発す
ることはコスト及び手間がかかり、果実又は土壌の上や内部の残留化学物質の量が増加す
ることから、環境問題を起こし得る。この手法は、従って、商業用のペッパーの生産に対
しては実用的ではない。従って、ペッパーの収穫量の循環的変動を避け、しかしその代わ
りに、高品質のペッパー果実の継続的な供給を保証する遺伝的な解決法が求められていた
。
【課題を解決するための手段】
【００１６】
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　本発明は、種無し果実を成長する単為結実性のペッパー植物を提供することによって、
商業用の使用に適するそのような解決法を提供し、ここで、種無し果実の実止まりは、受
粉及び受精プロセス並びに／又は外的な剤による処理とは関係がなく、安定であるために
子孫植物に安定的に受け継ぐことができ、商業用ペッパーの変種へ遺伝子移入することが
できる遺伝的決定因子によって制御される。
【００１７】
　本発明は、害虫及び疾病の制御に対する改善された選択肢という利点も提供する。ペッ
パーのウイルス性疾病は、一般にアブラムシによって伝染する。このような害虫は、薄織
物ネット（ｔｉｓｓｕｅ　ｎｅｔ）等の機械的な手段を用いて制御することができる。し
かし、このような害虫の制御方法には、益虫がペッパー植物へ接近することも防いでしま
い、従って昆虫が媒介する受粉を起こすことができないという欠点がある。本発明は、通
常の実止まり及び果実の収穫を妨げることなく、及び化学農薬を必要とせず、従って病虫
害制御のコストを低減して、アブラムシによる加害から、従ってアブラムシが伝染させる
ウイルス感染からペッパー植物を保護することを可能とする。
【００１８】
　特に、本発明は、種無し果実を成長するペッパー植物を提供し、ここで「種無し」形質
は、受粉及び受精のプロセスに関係なく、オーキシン、ジベレリン、及びサイトカイン、
オーキシン輸送阻害剤、若しくはその他を含む単為結実を誘発する植物ホルモン、並びに
／又は、その他の単為結実を誘発する外的因子、並びに／又は、天然若しくは合成の成長
調節物質、又は例えば死花粉抽出物等の植物抽出物、等の外的に投与された単為結実を誘
発する剤、による処理にも関係なく、遺伝的決定因子によって制御される。
【００１９】
　本発明の一つの態様では、種無し果実を成長するペッパー植物が提供され、ここで「種
無し」形質は、遺伝的決定因子によって制御され、単為結実を誘発する植物ホルモンによ
る外部処理に無関係である。
【００２０】
　一つの態様では、本発明に従う前記のペッパー植物は、オーキシン、ジベレリン、及び
サイトカイン、オーキシン輸送阻害剤、並びにその他から成る群より選択される植物ホル
モンによる処理と無関係に種無し果実を成長する。
【００２１】
　本発明の一つの態様では、種無し果実を成長するペッパー植物が提供され、ここで「種
無し」形質は、受粉及び受精のプロセスに無関係である。
【００２２】
　一つの態様では、本発明に従う前記のペッパー植物は種無し果実を成長させ、これは、
少なくとも９５％、特に少なくとも９８％、特に少なくとも９９％の種無しである。
【００２３】
　一つの態様では、本発明に従う前記のペッパー植物は種無し果実を成長させ、これは、
１００％の種無しである。
【００２４】
　一つの態様では、本発明に従う、本明細書で前述の植物が提供され、ここで、該植物上
で成長した果実の少なくとも４０％、特に少なくとも５０％、特に少なくとも６０％、特
に少なくとも７０％、特に少なくとも８０％、特に少なくとも９０％、しかし特には１０
０％が種無しである。
【００２５】
　一つの態様では、本発明に従う、本明細書で前述の植物が提供され、ここで、該植物上
で成長した果実の少なくとも４０％、特に少なくとも５０％、特に少なくとも６０％、特
に少なくとも７０％、特に少なくとも８０％、特に少なくとも９０％、しかし特には１０
０％が種無し果実であり、これらは、少なくとも９５％、特に少なくとも９８％、特に少
なくとも９９％の種無しである。
【００２６】



(8) JP 2010-528670 A 2010.8.26

10

20

30

40

50

　一つの態様では、本発明に従う、本明細書で前述の植物が提供され、ここで、該植物上
で成長した果実の少なくとも４０％が種無し果実であり、これらは、少なくとも９５％、
特に少なくとも９８％、特に少なくとも９９％の種無しである。
【００２７】
　一つの態様では、本発明に従う、本明細書で前述の植物が提供され、ここで、該植物上
で成長した果実の少なくとも６０％が種無し果実であり、これらは、少なくとも９５％、
特に少なくとも９８％、特に少なくとも９９％の種無しである。
【００２８】
　一つの態様では、本発明に従い、本明細書で前述の植物が提供され、ここで、該植物上
で成長した果実の少なくとも７０％が種無し果実であり、これらは、少なくとも９５％、
特に少なくとも９８％、特に少なくとも９９％の種無しである。
【００２９】
　一つの態様では、本発明に従い、本明細書で前述の植物が提供され、ここで、該植物上
で成長した果実の少なくとも８０％が種無し果実であり、これらは、少なくとも９５％、
特に少なくとも９８％、特に少なくとも９９％の種無しである。
【００３０】
　一つの態様では、本発明に従う、本明細書で前述の植物が提供され、ここで、該植物上
で成長した果実の少なくとも９０％が種無し果実であり、これらは、少なくとも９５％、
特に少なくとも９８％、特に少なくとも９９％の種無しである。
【００３１】
　一つの態様では、本発明に従う、本明細書で前述の植物が提供され、ここで、該植物上
で成長した果実の少なくとも９５％が種無し果実であり、これらは、少なくとも９５％、
特に少なくとも９８％、特に少なくとも９９％の種無しである。
【００３２】
　一つの態様では、本発明に従う、本明細書で前述の植物が提供され、ここで、該植物上
で成長した果実の少なくとも９９％が種無し果実であり、これらは、少なくとも９５％、
特に少なくとも９８％、特に少なくとも９９％の種無しである。
【００３３】
　一つの態様では、本発明に従う、本明細書で前述の植物が提供され、ここで、該植物上
で成長した果実の１００％が種無し果実であり、これらは、少なくとも９５％、特に少な
くとも９８％、特に少なくとも９９％の種無しである。
【００３４】
　一つの態様では、本発明に従う、本明細書で前述の植物が提供され、ここで、該植物上
で成長した果実の４０％が種無し果実であり、これらは、１００％の種無しである。
【００３５】
　一つの態様では、本発明に従う、本明細書で前述の植物が提供され、ここで、該植物上
で成長した果実の６０％が種無し果実であり、これらは、１００％の種無しである。
【００３６】
　一つの態様では、本発明に従う、本明細書で前述の植物が提供され、ここで、該植物上
で成長した果実の８０％が種無し果実であり、これらは、１００％の種無しである。
【００３７】
　一つの態様では、本発明に従う、本明細書で前述の植物が提供され、ここで、該植物上
で成長した果実の９０％が種無し果実であり、これらは、１００％の種無しである。
【００３８】
　一つの態様では、本発明に従う、本明細書で前述の植物が提供され、ここで、該植物上
で成長した果実の９５％が種無し果実であり、これらは、１００％の種無しである。
【００３９】
　一つの態様では、本発明に従う、本明細書で前述の植物が提供され、ここで、該植物上
で成長した果実の９８％が種無し果実であり、これらは、１００％の種無しである。
【００４０】
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　一つの態様では、本発明に従う、本明細書で前述の植物が提供され、ここで、該植物上
で成長した果実の１００％が種無し果実であり、これらは、１００％の種無しである。
【００４１】
　特に、本発明は、本発明に従う、本明細書で述べるペッパー植物を提供し、これは、食
用に適し、高品質である種無し果実を成長する。
【００４２】
　一つの態様では、本発明は、食用に適し、高品質であり、生鮮カット産物等の生鮮産物
としての使用に適するか、又は例えば缶詰め等の加工での使用に適する種無し果実を成長
する、ペッパー植物を提供する。
【００４３】
　一つの態様では、本発明に従う前記のペッパー植物は、植物全体に種無し果実を実止ま
りする能力を有する。特に、実止まりは、枝の第一節から開始し、枝全体の長さ方向に沿
って進行する。一つの態様では、前記の植物は、節の約２０％、特に約４０％、特に約６
０％にて、節あたり特に２個の果実を成長させる。
【００４４】
　一つの態様では、本発明に従う前記のペッパー植物は、すべての季節において、すなわ
ち、イスラエルの気候条件又は同等の気候という意味での不都合な条件下においても実止
まりを示す。
【００４５】
　一つの態様では、本発明に従う前記のペッパー植物は、正常な外観の果実を成長させ、
これは、例えば、ペッパーの等級に関する米国標準規格（Ｕｎｉｔｅｄ　Ｓｔａｔｅｓ　
Ｓｔａｎｄａｒｄｓ　ｆｏｒ　Ｇｒａｄｅｓ　ｏｆ　Ｐｅｐｐｅｒｓ）（ＵＳＤＡ，Ａｇ
ｒｉｃｕｌｔｕｒａｌ　Ｍａｒｋｅｔｉｎｇ　Ｓｅｒｖｉｃｅ，　Ｆｒｕｉｔ　ａｎｄ　
Ｖｅｇｅｔａｂｌｅ　Ｐｒｏｇｒａｍｓ，　Ｆｒｅｓｈ　Ｐｒｏｄｕｃｔｓ　Ｂｒａｎｃ
ｈ）に定められるもの等の商業用品質基準を満たしている。
【００４６】
　本発明のさらに別の局面では、本発明に従い、本明細書で前述の植物は、該植物が、露
地栽培若しくは保護栽培で、通常の栽培手法において一般的に栽培者が用いる栽培条件下
にて栽培される場合、成熟期の重さが２グラム超であるか又は長さが１ｃｍ超であり、直
径が０．５ｃｍ超である果実を付ける。
【００４７】
　本発明に従う、本明細書で前述のペッパー植物は、ドルチェタイプペッパー（ｄｏｌｃ
ｅ‐ｔｙｐｅ　ｐｅｐｐｅｒ）、ベルペッパー（ｂｅｌｌ　ｐｅｐｐｅｒ）、ビッグレク
タンギュラーペッパー（ｂｉｇ　ｒｅｃｔａｎｇｕｌａｒ　ｐｅｐｐｅｒ）、コニカルペ
ッパー（ｃｏｎｉｃａｌ　ｐｅｐｐｅｒ）、ロングコニカルペッパー（ｌｏｎｇ　ｃｏｎ
ｉｃａｌ　ｐｅｐｐｅｒ）、又はブロッキータイプペッパー（ｂｌｏｃｋｙ‐ｔｙｐｅ　
ｐｅｐｐｅｒ）を含むスィートペッパーを成長させるものであってよい。該植物の果実は
成熟期において、常緑色、黄色、オレンジ色、象牙色、茶色、紫色、又は赤色の果実であ
ってよい。
【００４８】
　本発明に従う植物は、ホットペッパー植物であってよく、例えば、長くハート型で薄肉
厚のアンチョウタイプ及び長く端部が丸みを帯びた薄肉厚のトスカナタイプのペッパーを
含む生鮮市場及び加工に使用される辛味の少ないペッパー、もう少し辛味の強い中肉厚の
チリペッパー果実、並びに長く円筒状で肉厚のハラペノ、小さくて細長く先細であるセラ
ノ、及び不規則な形状で薄肉厚のカイエンペッパーを含む生鮮市場及び加工のいずれにも
使用される辛味の強いペッパーである。
【００４９】
　本発明に従う、本明細書で前述の植物は、同系交配、二ゲノム性半数体若しくはハイブ
リッド、及び／又は雄性不稔性であってよい。
【００５０】
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　一つの態様では、本発明に従う、本明細書で前述の前記ペッパー植物は、雄性不稔性で
ある。
【００５１】
　一つの態様では、ペッパー植物、特に本発明に従う、本明細書で前述の種無しペッパー
植物が提供され、これは、成熟期では赤く色づき、未成熟（熟していない）期では暗緑色
に色づくペッパー果実を成長させる。
【００５２】
　本発明の一つの態様では、成熟期の前記ペッパー果実は、ブリックス度が約７°～約１
４°の間、特に約７．５°～約１２°の間、特に約８°～約１１°の間である、非常に甘
い味を有する。
【００５３】
　本発明の一つの態様では、前記のペッパー果実は、円錐様の形状を有し、すなわち、ベ
ル型と典型的な円錐型との間であり、サイズは、約２～４ｃｍ掛ける直径約３～４ｃｍで
ある。
【００５４】
　一つの態様では、ペッパー植物、特に本発明に従う、本明細書で前述の種無しペッパー
植物が提供され、これは、成熟期では赤く色づき、未熟（熟していない）期では暗緑色に
色づくペッパー果実を成長させ；果実は、ブリックス度が約７°～約１４°の間、特に約
７．５°～約１２°の間、特に約８°～約１１°の間である非常に甘い味を有し；円錐様
の形状、すなわち、ベル型と典型的な円錐型との間の形状を有し、サイズは、約２～４ｃ
ｍ掛ける直径約３～４ｃｍである。
【００５５】
　一つの態様では、本発明に従う、本明細書で前述のペッパー植物は、「種無し」形質を
有し、これは、トウガラシ（Ｃａｐｓｉｃｕｍ　ａｎｎｕｕｍ）ＡＲ０７‐Ｆ１‐５６‐
ｂ；トウガラシＡＲ０７‐Ｆ１‐８７‐ｂ；トウガラシＡＲ０７‐Ｆ１‐１６６‐ｂ；ト
ウガラシＡＲ０７‐Ｆ１‐１７１‐Ｘ；及び、トウガラシＡＲ０７‐Ｆ１‐１７２‐Ｘか
ら成るハイブリッドの群より選択されるハイブリッドペッパー植物から得ることができる
。このようなハイブリッド植物を成長させるための種子は、２００８年５月２６日、アバ
ディーン、ＡＢ２１　９ＹＡ、スコットランド、英国のＮＣＩＭＢに、それぞれＮＣＩＭ
Ｂ４１５５８、ＮＣＩＭＢ４１５５９、ＮＣＩＭＢ４１５６０、ＮＣＩＭＢ４１５６１、
及びＮＣＩＭＢ４１５６２の受託番号で寄託された。
【００５６】
　本発明の一つの態様では、「種無し」形質又は該形質を有する植物は、寄託された種子
から成長させたハイブリッド系のいずれかより、該ハイブリッドのＦ２子孫を成長させる
ことによって得ることができる。特に、「種無し」形質又は該形質を有する植物は、寄託
されたハイブリッド系のいずれかより、ｉ）該系の種子を発芽させてそこから成熟した稔
性の植物を成長させること；ｉｉ）（ｉ）の下で成長させた該植物の自己受粉を誘発し、
果実を成長させてそこから稔性の種子を収穫すること；及びｉｉｉ）ｉｉ）の下で収穫し
た種子から植物を成長させ、種無し果実を成長する植物を選別すること、によって得るこ
とができる。
【００５７】
　一つの態様では、本発明は、本発明に従う本明細書で前述の植物から得ることができる
植物物質に関し、これらに限定されないが、葉、茎、根、花若しくは花の部分、果実、花
粉、卵細胞、接合体、種子、切り枝、細胞若しくは組織培養物、又は本発明に従う種無し
表現型を、特に植物へと成長させた場合に依然として示す植物のその他のいずれかの部分
若しくは産物を含む。
【００５８】
　本発明は、さらに、本発明に従う本明細書で前述の植物から得ることができる植物の部
分に関し、これらに限定されないが、植物種子、例えば根、茎、葉、花蕾、若しくは胚等
の植物器官、胚珠、花粉ミクロスフェア、植物細胞、植物組織、例えばプロトプラスト、



(11) JP 2010-528670 A 2010.8.26

10

20

30

40

50

細胞培養物細胞（ｃｅｌｌ　ｃｕｌｔｕｒｅ　ｃｅｌｌｓ）、植物組織中の細胞、花粉、
花粉管、胚珠、胚嚢、接合体、及び種々の成長段階の胚等の植物細胞培養物、を含み；こ
れらは、本発明に従う種無し表現型を、特に植物へと成長させた場合に依然として示す。
【００５９】
　本発明はさらに、種無しペッパー果実を生産する農学的方法に関し、この方法は、
　ｉ）本発明に従う本明細書の前記で特性決定されるペッパー植物を提供する工程；
　ｉｉ）該ペッパー植物を増殖／繁殖させる工程；
　ｉｉｉ）例えば、雄性稔性ペッパー植物、機能的雄性不稔性ペッパー植物、又は除雄を
用いて該ペッパー植物の受粉を任意に防止する工程；
　ｉｖ）この植物に種無しペッパー果実を成長させる工程；及び
　ｖ）該ペッパー果実を収穫する工程、
　を含む。
【００６０】
　本発明の一つの態様では、ペッパー植物の増殖又は繁殖は、種子を通して又は栄養繁殖
によって行われる。
【００６１】
　本発明はさらに、種無しペッパー植物を作出する方法に関し、この方法は、
　ｉ）雌性系としての種無しペッパー植物及び雄性系としての雄性稔性（種あり）ペッパ
ー植物を交雑させることによって作り出されたＦ１ハイブリッドの種子を提供する工程；
　ｉｉ）該種子を発芽させてそこから成熟稔性植物を成長させる工程；
　ｉｉｉ）（ｉｉ）の下で成長させた該植物の自己受粉を誘発し、果実を成長させてそこ
から稔性の種子を収穫する工程；及び
　ｉｖ）ｉｉｉ）の下で収穫した種子から植物を成長させ、種無し果実を成長する植物を
選別する工程、
　を含む。
【００６２】
　一つの態様では、本発明に従う前記の方法で用いたハイブリッド種子は、アバディーン
、ＡＢ２１　９ＹＡ、スコットランド、英国のＮＣＩＭＢに、それぞれＮＣＩＭＢ４１５
５８、ＮＣＩＭＢ４１５５９、ＮＣＩＭＢ４１５６０、ＮＣＩＭＢ４１５６１、及びＮＣ
ＩＭＢ４１５６２の受託番号で２００８年５月２６日に寄託された種子から成長させた、
トウガラシＡＲ０７‐Ｆ１‐５６‐ｂ；トウガラシＡＲ０７‐Ｆ１‐８７‐ｂ；トウガラ
シＡＲ０７‐Ｆ１‐１６６‐ｂ；トウガラシＡＲ０７‐Ｆ１‐１７１‐Ｘ；及び、トウガ
ラシＡＲ０７‐Ｆ１‐１７２‐Ｘから成るハイブリッドの群より選択されるハイブリッド
ペッパー植物から得ることができるハイブリッド種子である。
【図面の簡単な説明】
【００６３】
【図１】イスラエル、ネティフハアサラ村（Ｎｅｔｉｖ　Ｈａａｓａｒａ　ｖｉｌｌａｇ
ｅ）のネットハウス内のＳＬＰ植物。「一口」タイプの変種「ＡＲ０６‐Ｆ３‐２５５‐
１」。この変種は、寄託されたハイブリッドのＳＬＰ源として用いた。
【図２】「ＡＲ０６‐Ｆ３‐２５５‐１」とイエローブロッキーペッパー変種（ｙｅｌｌ
ｏｗ　ｂｌｏｃｋｙ　ｐｅｐｐｅｒ　ｖａｒｉｅｔｙ）のＦ２植物との間から作り出され
たハイブリッドから得られたイエローブロッキーＳＬＰ変種「ＳＤ０７‐３‐５」からの
果実。
【図３】「ＡＲ０６‐Ｆ３‐２５５‐１」とレッドカピャタイプペッパー変種（ｒｅｄ　
Ｋａｐｙａ　ｔｙｐｅ　ｐｅｐｐｅｒ　ｖａｒｉｅｔｙ）のＦ２植物との間から作り出さ
れたハイブリッドから得られたレッドコニックＳＬＰ変種（Ｒｅｄ　ｃｏｎｉｃ　ＳＬＰ
　ｖａｒｉｅｔｙ）「ＳＤ０７‐２‐７７」からの果実。
【発明を実施するための形態】
【００６４】
定義
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　本願の範囲内で用いられる専門用語及び表現は、一般に、本明細書にて以下で特に断り
のない限り、植物繁殖及び栽培に関連する技術分野で一般的にそれらに適用される意味が
与えられるべきである。
【００６５】
　本明細書及び添付の請求項で用いられる単数形「１の（ａ）」、「１の（ａｎ）」、及
び「その（ｔｈｅ）」は、文脈によってそれ以外のものが求められない限りにおいて、複
数の指示対象を含む。従って、例えば、「１の植物（ａ　ｐｌａｎｔ）」という言及は、
１若しくは２以上の植物を含み、「１の細胞（ａ　ｃｅｌｌ）」という言及は、細胞の混
合物、組織等を含む。
【００６６】
　本明細書で用いる「単為結実」とは、受精なしでの果実の産出を意味し、これによって
種無し果実を得ることが可能となる。単為結実は、高い若しくは低い日中温度又は夜間温
度、低レベルの光、及び高湿度等の特定の環境条件が好都合である。単為結実は、自然に
発生する場合もあり、又は人工的に誘発することもできる。自然の単為結実は、遺伝的（
後成的）な原因で発生し、絶対的なもの、又は任意のもの、すなわち環境条件に依存する
もの、であり得る。
【００６７】
　本明細書で用いる「種無しペッパー果実」とは、受粉及び／若しくは受精のプロセス、
並びに／又は単為結実を誘発する植物ホルモン、及び／若しくはその他の単為結実を誘発
する外的因子、及び／若しくは外的に投与された単為結実を誘発する剤による処理、に関
係なく得られたペッパー果実を意味する。
【００６８】
　「ＸＸ％」の種無しである種無しペッパー果実とは、該果実中に存在する子房のうちの
「１００－ＸＸ％」のみが種子へと発育する果実を意味する。例えば、「９５％」の種無
しである種無しペッパー果実とは、該果実中に存在する子房のうちの「１００－９５％」
のみ、すなわち子房の５％、が種子へと発育する果実を意味する。
【００６９】
　本明細書で用いる「種無しペッパー植物」とは、本明細書で定義する種無しペッパー果
実を成長させるペッパー植物を意味し、該ペッパー植物上に存在する果実のうちの「１０
０－ＸＸ％」のみが種無しであり、特に９５％及び最大１００％の種無しであるペッパー
植物を含む。
【００７０】
　本明細書で用いる「食用に適する果実」及び「食用に適する生鮮果実」とは、植物から
摘果した人間の体内摂取に適する果実を意味する。
【００７１】
　本明細書で用いる「外的因子又は剤」とは、植物への、特に、例えば柱頭等の植物の繁
殖に関わる部分への外的な適用により、処理植物へ人工的な単為結実を誘発する能力を有
する因子又は剤を意味する。このような「外的因子又は剤」は、例えば、死花粉抽出物、
天然若しくは合成の成長調節物質であってオーキシン、ジベレリン、及びサイトカイン、
オーキシン輸送阻害剤、若しくはその他を含む植物ホルモン等、であってよい。
【００７２】
　本明細書で用いる「形質」という用語は、成熟果実の色若しくはＴＳＷＶ耐性等の疾病
耐性を例とする特性又は表現型を意味する。形質は、優性若しくは劣勢の形で、又は部分
的若しくは不完全な優性の形で受け継がれたものであってよい。形質は、一遺伝子性（す
なわち、単一の遺伝子座によって決定される）若しくは多遺伝子性（すなわち、２個以上
の遺伝子座によって決定される）であってよく、又は遺伝子間の相互作用若しくは１個以
上の遺伝子と環境との相互作用の結果によるものであってもよい。優性である形質は、ヘ
テロ接合若しくはホモ接合の状態において完全な表現型の出現をもたらし；劣勢である形
質は、ホモ接合の状態で存在する場合のみそれが出現する。
【００７３】
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　本技術分野で公知の「果皮」という用語は、成熟した子房壁を意味する。詳細には、ペ
ッパー果実の果皮とは、ペッパー果実の着色した食用に適する部分である果実壁を意味す
る。本明細書で用いる「厚い果皮」という用語は、幅が少なくとも５ｍｍ、好ましくは少
なくとも８ｍｍである果皮を意味する。本明細書で用いる「自殖（ｓｅｌｆｉｎｇ）」と
いう用語は、植物の制御された自己受粉を意味し、すなわち、同一の植物から産出された
花粉と胚珠とを接触させることである。「交雑」という用語は、制御された他家受粉を意
味し、すなわち、それぞれ異なる植物から産出された花粉と胚珠とを接触させることであ
る。
【００７４】
　「草勢」という用語は、本明細書においてその最も広い意味で用いられ、全般的な植物
の強さを意味する。
【００７５】
　本明細書で用いる「果実作物」とは、単一の植物の作物を意味し、又は、好ましくは、
商業的なスケールで栽培されたペッパー植物から得られた果実作物を意味する。
【００７６】
　本明細書で用いる「商業用ペッパー系又は変種」という用語は、例えば、果皮が厚くて
甘く食用に適する果実を持つペッパー変種等、市販されているペッパー植物を意味する。
典型的には、商業用ペッパー変種は、塊状でカリフォルニアタイプ（Ｃａｌｉｆｏｒｎｉ
ａｎ‐ｔｙｐｅ）の果実形状を有する果実を持ち得る。商業用ペッパー変種の例としては
、これらに限定されないが、例えば、Ｃａｎｎｏｎ（Ｚｅｒａｉｍ　Ｇｅｄｅｒａ）；Ｖ
ｅｒｇａｓａ（Ｓｙｎｇｅｎｔａ　Ｓｅｅｄｓ）；Ｂａｒｄｅｎａｓ（Ｓｙｎｇｅｎｔａ
　Ｓｅｅｄｓ）、Ｒｏｘｙ（Ｓｙｎｇｅｎｔａ　Ｓｅｅｄｓ）、Ｙｏｌｏ　Ｗｏｎｄｅｒ
（Ｓｙｎｇｅｎｔａ　Ｓｅｅｄｓ）等の「ベル」タイプのスィートペッパー商業用栽培品
種が挙げられる。
【００７７】
　本発明に従うペッパー植物の成長に関する「低い温度」とは、１０℃～１２℃及びこれ
より低い温度の範囲を意味し、用いられる変種に応じて異なる。
【００７８】
　本明細書で用いる「対立遺伝子」という用語は、遺伝子若しくはいずれかの種類の識別
可能な遺伝子要素の異なる形態と同一であるか又はこれと関連する種々の遺伝子単位の、
１個以上の代替の形態若しくは変異形態のいずれかを意味し、対立遺伝子はすべて少なく
とも一つの形質又は特性に関連している。二倍体細胞では、任意の遺伝子の２個の対立遺
伝子が相同染色体対上の対応する遺伝子座を占有し、従って、遺伝においていずれか一つ
が選ばれる。
【００７９】
　このような代替又は変異の形態は、単一のヌクレオチドの多型、挿入、逆位、転座、若
しくは欠失の結果、又は、例えば、化学的若しくは構造的修飾、転写制御、又は翻訳後修
飾／制御に起因する遺伝子制御の結果であり得る。
【００８０】
　場合によっては、「対立遺伝子」ではなく「ハプロタイプ」（すなわち、ハプロタイプ
とは、一緒に伝達される、いくつかの若しくは複数の連結した遺伝子座（同一の染色体上
）の対立遺伝子の組み合わせである）と称することがより正確であり得るが、しかし、こ
のような場合は、「対立遺伝子」という用語は、「ハプロタイプ」の用語を含むと理解さ
れるべきである。対立遺伝子は、類似の表現型を発現する場合は同一であると考えられる
が、場合によっては、異なる対立遺伝子が類似の表現型を発現するということも起こり得
る。配列が異なる可能性はあるが、それらが表現型に影響を与えない限りはそれほど重要
ではない。
【００８１】
　定量的な形質と関連する対立遺伝子は、種々の遺伝子単位の代替若しくは変異の形態を
含むことができ、単一の遺伝子若しくは複数の遺伝子、又はこれらの産物、又はさらには
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該ＱＴＬによって表される表現型に寄与する遺伝子因子を破壊するか若しくはこれによっ
て制御される遺伝子、と同一であるか、又はこれらと関連するものが含まれる。
【００８２】
　「遺伝的決定因子」とは、本明細書において、遺伝子及び制御要素領域等、種々のゲノ
ム機能を有する配列を含み得るヌクレオチド配列、好ましくはＤＮＡ配列として定義され
る。遺伝的決定因子は、ヌクレオチドコンストラクトを意味する場合もあり、ベクター中
に含まれる場合がある。別の選択肢として、遺伝的決定因子は、一つの植物から別の植物
へ、該植物を交雑させた後に染色体組換えによって転移させることができる。遺伝的決定
因子は、原理上、１若しくは２種類以上の種を起源とする遺伝子物質を含み得る。
【００８３】
　特に、本明細書で用いる遺伝的決定因子は、ペッパー植物の種無し表現型の発現を決定
する単一の遺伝子、複数の遺伝子、ＱＴＬ、又はハプロタイプを意味する。
【００８４】
　「遺伝子」は、本明細書において、染色体上の特定の位置を占有し、生物の特定の特性
又は形質に対する遺伝的命令を含むＤＮＡの配列から成る遺伝的単位として定義される。
【００８５】
　「遺伝子座」は、本明細書において、形質に寄与する任意の遺伝子、又はその他のいず
れかの遺伝子要素若しくは因子が任意の種の染色体上で占有する遺伝子マップ上の位置と
して定義される。
【００８６】
　本明細書で用いる「二倍体個体」という表現は、２セットの染色体、通常は２体のその
親の各々由来のものを１つずつ有する個体を意味する。しかし、ある態様では、二倍体個
体が、染色体のその「母系」及び「父系」のセットを同じ単一の生物から受け継ぐ場合が
あることは理解され、植物の続いての世代を生み出すように植物を自殖させる場合等であ
る。
【００８７】
　「染色体」という用語は、「連鎖群」及び／又は「連鎖群と同等の染色体」という用語
をそれぞれ含むことを意図しており、従って、本明細書においてこれらの用語と同義で用
いられる。
【００８８】
　本明細書で用いる「ヘテロ接合性」という用語は、異なる対立遺伝子が相同染色体上の
対応する遺伝子座に位置する場合に存在する遺伝子状態を意味する。
【００８９】
　本明細書で用いる「ホモ接合性」という用語は、同一の対立遺伝子が相同染色体上の対
応する遺伝子座に位置する場合に存在する遺伝子状態を意味する。ホモ接合性は、個々の
植物を自殖させた後の分離の非存在、又は、交雑させた場合はＦ１における分離の非存在
として定義される。
【００９０】
　本明細書で用いる「ハイブリッド」、「ハイブリッド植物」、及び「ハイブリッド子孫
」という用語は、遺伝的に異なる又は類似しない親から作出された個体を意味する（例：
遺伝的にヘテロ接合性である又はほとんどヘテロ接合性である個体）（Ｒｉｅｇｅｒ　ｅ
ｔ　ａｌ，　１９６８）。
【００９１】
　本明細書で用いる「単交雑Ｆ1ハイブリッド」という表現は、２種類の同系交配系間の
交雑から作出されたＦ1ハイブリッドを意味する。
【００９２】
　本明細書で用いる「同系交配系」という表現は、遺伝的にホモ接合性であるか又はほぼ
ホモ接合性である集団を意味する。同系交配系は、例えば、数サイクルの兄妹繁殖（ｂｒ
ｏｔｈｅｒ／ｓｉｓｔｅｒ　ｂｒｅｅｄｉｎｇｓ）又は自殖又は二ゲノム性半数体作出を
通して誘導することができる。ある態様では、同系交配系は、対象とする１若しくは２種
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類以上の表現型の形質に対する純種を生み出す。「同系交配」、「同系交配個体」、又は
「同系交配子孫」は、同系交配系からサンプリングされた個体である。
【００９３】
　本明細書で用いる「二ゲノム性半数体系（ｄｉｈａｐｌｏｉｄ　ｌｉｎｅ）」という用
語は、葯培養から生み出された安定な同系交配系を意味する。特定の培地及び条件で培養
されたある花粉粒（半数体）は、ｎ個の染色体を含有する小植物を発育させることができ
る。このような小植物は、次に「倍加」され、２ｎ個の染色体を含有する。このような小
植物の子孫は、「二ゲノム性半数体」と称され、実質的にこれ以上は分離しない（安定）
。
【００９４】
　本明細書で用いる「子孫」という用語は、特定の交雑の子孫を意味する。通常は、子孫
は２つの個体の繁殖の結果であるが、自殖が可能である（すなわち、同一の植物が雄性及
び雌性配偶子の両方のドナーとして働く）種もある（特にある種の植物及び雌雄同体動物
）。このような子孫は、例えば、Ｆ1、Ｆ2、又は続くいずれかの世代のものであってよい
。
【００９５】
　本明細書で用いる「遺伝子移入」、「遺伝子移入された」、及び「遺伝子移入する」と
いう用語は、１つの種、変種、又は栽培品種の遺伝子、ＱＴＬ、又はハプロタイプを別の
種、変種、又は栽培品種のゲノム内へこれらの種の交雑によって移動させるプロセスを意
味する。この交雑は、自然のものであっても人工的なものであってもよい。このプロセス
は、任意に、反復親への戻し交雑によって完了してもよく、この場合、遺伝子移入は、種
間ハイブリッドをその親の一方と繰り返し戻し交雑することによる、１つの種の遺伝子の
別の種の遺伝子プールへの侵入を意味する。遺伝子移入は、受ける側の植物のゲノムへ安
定に組み込まれた異種遺伝子物質として説明することもできる。
【００９６】
　「遺伝子操作」、「形質転換」、及び「遺伝子修飾」はすべて、本明細書において、い
ずれかの種類の遺伝情報を、これらに限定されないが通常は別の生物の染色体ＤＮＡ又は
ゲノムである標的植物のＤＮＡへ転移させることの同義語として用いられる。遺伝子操作
は、異種遺伝子物質を、受ける側の植物のゲノムへ安定に組み込む一つの方法であり、遺
伝子又はその対立遺伝子変異体、並びに異種ＤＮＡの植物細胞若しくは組織中への安定な
組み込みを引き起こす能力があって、植物細胞若しくは植物組織中の外来性ヌクレオチド
配列の発現を可能とする能力を持つものから選択される制御要素、をコードする外来性ヌ
クレオチド配列を持つ異種ＤＮＡを含有するＤＮＡ組換え体により、植物の細胞又は組織
を形質転換することを含むプロセスを含み得る。
【００９７】
　本明細書で用いる「遺伝又は分子マーカー」という表現は、対象とする１若しくは２個
以上の遺伝子座に関連する個体のゲノムの特徴を意味する（例：個体のゲノム中に存在す
るヌクレオチド又はポリヌクレオチド配列）。ある態様では、遺伝マーカーは、対象とす
る集団内の多型性であり、又は多型によって占有された遺伝子座であり、状況に応じて異
なる。遺伝マーカーとしては、他の多くの例の中でも、例えば、一塩基多型（ＳＮＰ）、
インデル（すなわち、挿入／欠失）、単純反復配列（ＳＳＲ）、制限断片長多型（ＲＦＬ
Ｐ）、ランダム増幅多型ＤＮＡ（ＲＡＰＤ）、開裂増幅多型配列（ｃｌｅａｖｅｄ　ａｍ
ｐｌｉｆｉｅｄ　ｐｏｌｙｍｏｒｐｈｉｃ　ｓｅｑｕｅｎｃｅ）（ＣＡＰＳ）マーカー、
ダイバーシティアレイズテクノロジー（Ｄｉｖｅｒｓｉｔｙ　Ａｒｒａｙｓ　Ｔｅｃｈｎ
ｏｌｏｇｙ）（ＤＡｒＴ）マーカー、及び増幅断片長多型（ＡＦＬＰ）が挙げられる。例
えば、遺伝マーカーを用いて、表現型の形質の変動に寄与する染色体上の対立遺伝子を含
む遺伝子座を見つけ出すことができる。「遺伝マーカー」の表現は、プローブとして用い
られる核酸の配列等、ゲノム配列と相補的であるポリヌクレオチド配列を意味する場合も
ある。
【００９８】
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　遺伝又は分子マーカーは、それが関連する遺伝子座の内部又は外部（すなわち、それぞ
れ、遺伝子内又は遺伝子外）である染色体上の位置に物理的に位置することができる。言
い換えると、遺伝マーカーは、対象とする遺伝子座に対応する遺伝子又は機能変異体の染
色体上の位置、例えば遺伝子の外部の制御要素内、が識別されておらず、遺伝マーカーと
対象とする遺伝子座との間の組換え比率が非常に低い場合に通常用いられるが、本開示の
主題は、遺伝子座の境界内に物理的に存在する遺伝マーカー（例：これらに限定されない
が、遺伝子のイントロン又はエクソン内の多型等の遺伝子に対応するゲノム配列）も用い
ることができる。本開示の主題のある態様では、１若しくは２個以上の遺伝マーカーは、
１及び１０個の間のマーカーを含み、ある態様では、１若しくは２個以上の遺伝マーカー
は、１１個以上の遺伝マーカーを含む。
【００９９】
　本明細書で用いる「制限断片長多型」又は「ＲＦＬＰ」という用語は、特定の制限酵素
によって切断されたＤＮＡ断片の大きさの個体間の変動を意味する。ＲＦＬＰをもたらす
多型配列は、遺伝子連鎖マップ上のマーカーとして用いられる。
【０１００】
　「マーカーに基づく選別」とは、本発明の範囲内において、例えば、遺伝マーカーを用
いることによる１若しくは２個以上の核酸の植物からの検出を意味するものと理解され、
ここで、核酸は、所望の（又は所望されない）形質に対する遺伝子、ＱＴＬ、又はハプロ
タイプを有する植物を識別するための所望の形質と関連しており、それによって、選択的
育種プログラムにおいてこれらの植物を用いる（避ける）ことができる。
【０１０１】
　「マイクロサテライト又はＳＳＲ（単純反復配列）マーカー」は、本発明の範囲内にお
いて、ＤＮＡ塩基の短配列の数多くの反復から成る遺伝マーカーの一種を意味すると理解
され、これは、植物のゲノム全体にわたる遺伝子座で見られ、高い多型性を有する傾向に
ある。
【０１０２】
　「一塩基多型（ＳＮＰ）」は、ゲノム（又はミトコンドリアＤＮＡのようなその他の共
通する配列）内の単一のヌクレオチドＡ、Ｃ、Ｇ、Ｔが、個体の一式（一対）の染色体間
で異なるか、又は種のメンバー間で異なる場合に発生するＤＮＡ配列の変動である。
【０１０３】
　「ＰＣＲ（ポリメラーゼ連鎖反応法）」は、本発明の範囲内において、ＤＮＡ又はゲノ
ムの１若しくは複数のサブセットの特定の領域を比較的大量に作製し、それによって、こ
のような領域に基づく種々の分析を可能とする方法を意味すると理解される。
【０１０４】
　「ＰＣＲプライマー」とは、本発明の範囲内において、ＤＮＡの特定の領域のＰＣＲ増
幅に用いられる一本鎖ＤＮＡの比較的短い断片を意味すると理解される。
【０１０５】
　「多型」とは、本発明の範囲内において、遺伝子、遺伝マーカー、若しくは受け継がれ
た形質、又は、例えば、可変スプライシング、ＤＮＡメチル化等によって得ることができ
る遺伝子産物、の２若しくは３種類以上の異なる形態が集団中に存在することを意味する
と理解される。
【０１０６】
　「選択的育種」とは、本発明の範囲内において、所望の形質を持つか又は示す植物を親
植物として用いる育種のプログラムを意味すると理解される。
【０１０７】
　「テスター」植物とは、本発明の範囲内において、試験対象である植物の形質を遺伝的
に特性決定するために用いられるトウガラシ属の植物を意味すると理解される。通常、試
験対象である植物を「テスター」植物と交雑させ、交雑の子孫における形質の分離比率が
点数化される。
【０１０８】
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　本明細書で用いる「プローブ」とは、特定の標的分子又は細胞構造を認識してこれと結
合する能力を有し、従って、標的分子又は構造の検出を可能とする原子又は分子の群を意
味する。特に、「プローブ」は、分子ハイブリダイゼーションによって相補的配列の存在
を検出しこれを定量するために用いることができる標識されたＤＮＡ又はＲＮＡ配列を意
味する。
【０１０９】
　本明細書で用いる「集団」という用語は、共通の遺伝的由来を共有する、遺伝的に同種
又は異種である植物の集まりを意味する。
【０１１０】
　本明細書で用いる「変種」又は「栽培品種」という用語は、構造的な特徴及び生産力に
よって同一の種内の他の変種から識別することが可能である類似の植物の群を意味する。
本明細書で用いる「変種」という用語は、１９６１年１２月２日に作成され、１９７２年
１１月１０日、１９７８年１０月２３日、及び１９９１年３月１９日にジュネーブにて改
定された、植物の新品種の保護に関する国際条約（Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ　Ｃｏｎ
ｖｅｎｔｉｏｎ　ｆｏｒ　ｔｈｅ　Ｐｒｏｔｅｃｔｉｏｎ　ｏｆ　Ｎｅｗ　Ｖａｒｉｅｔ
ｉｅｓ　ｏｆ　Ｐｌａｎｔｓ）（ＵＰＯＶ条約）の対応する定義と同一の意味を有する。
従って、「変種」とは、既知の最下位にあたる単一の植物分類単位内での植物の分類を意
味し、この分類は、栽培者の権利を認可するための条件が完全に満たされているかどうか
に関係なく、ｉ）任意の遺伝子型又は遺伝子型の組み合わせから得られる特性の発現によ
って定義することができ、ｉｉ） 該特性の少なくとも１つの発現によって他のいかなる
植物の分類からも区別することができ、及び、ｉｉｉ）変化なく繁殖することへの適応性
に関する一単位と考えることができる。
【０１１１】
　本明細書で用いる「ペッパー」又は「トウガラシ」という用語は、トウガラシ属のいず
れの種、変種、栽培品種、又は集団をも意味する。
【０１１２】
　「栽培されたトウガラシ」植物とは、本発明の範囲内において、もはや自然の状態では
なく、人間の管理によって人間の使用及び／又は体内摂取のために発育された植物を意味
すると理解される。
【０１１３】
　本明細書で用いる「育種」という用語、及びその文法的な変形は、子孫の個体を生み出
すいかなるプロセスをも意味する。育種は、有性的若しくは無性的、又はこれらのいずれ
の組み合わせであってもよい。典型的な限定されない育種の種類としては、交雑、自殖、
倍加された半数体の誘導体の作出、及びこれらの組み合わせが挙げられる。
【０１１４】
　本明細書で用いる「確立された育種集団」という表現は、商業的な育種プログラムを例
とする育種プログラムにおいて、親によって産出され、及び／又は親として用いられた潜
在的な育種相手の集まりを意味する。確立された育種集団のメンバーは、通常、遺伝子的
に及び／又は表現型的に十分に特性決定されている。例えば、対象とするいくつかの表現
型的形質は、例えば異なる環境条件下にて、複数の場所及び／又は異なる時間にて、評価
が行われている場合がある。別の選択肢として、又はこれに追加して、表現型的形質の発
現と関連する１若しくは２個以上の遺伝子座が識別されている場合があり、及び育種集団
の１若しくは２個以上のメンバーについて、１若しくは２個以上の遺伝子座に関する、並
びにこの１若しくは２個以上の遺伝子座と関連する１若しくは２個以上の遺伝マーカーに
関する遺伝子型の同定が行われている場合がある。
【０１１５】
　「戻し交雑」とは、本発明の範囲内において、ハイブリッド子孫がその親の一方へ戻っ
て繰り返し交雑されるプロセスを意味すると理解される。続いての戻し交雑に異なる反復
親を用いてよい。
【０１１６】
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　本発明のすべての章と並行して、いかなる当業者も該発明を利用することができるよう
に、以下の説明を提供する。しかし、本発明の一般的な原理が、以下に示す特有の特性を
有する雄性不稔性種無しペッパーを提供するように特に定められることから、種々の変形
が当業者にとって明らかであることに変わりはないであろう。
【０１１７】
　ハイブリッド種子の作出プロセスでは、ハイブリッド作出の効率を上げるために、雌性
の親系として雄性不稔性同系交配が通常用いられる。不稔性ペッパー植物は、高くそして
非常に早く成長する。植物の最上部にて、非常に小さい変形した種無し果実を実止まりさ
せる。そのような植物にホルモンを散布しても、「正常な」実止まりの誘発には成功しな
い。しかし、多くのペッパーの形質のように、この現象には遺伝的な変異が存在する。雄
性不稔性系は、その種無しペッパーの数及び品質が様々に異なっている。
【０１１８】
　本発明の範囲内において、定性的で収穫量の高い種無し果実、特に変形を示さない果実
を実止まりさせる能力を有するペッパー系が見出された。ここで言う変形とは、例えば、
果実が均一でない、対称でない、若しくは不規則である等、果実が不規則で異常な形状を
していること、又は果実が分節されていないことを意味する。
【０１１９】
　ＳＬＰ果実のサイズは、それ以外は同一である遺伝的背景に基づいて比較すると、正常
の種有り果実よりも小さい場合がある。種有りの同胞種は、同族のＳＬＰに比べて最大で
５倍大きい場合がある。しかし、異なる遺伝的背景への交雑により、このサイズが小さく
なることを相殺し、市販のサイズのスィートペッパー果実と同じか又は実質的に同じサイ
ズを有する種無しペッパー果実を得ることが可能である。
【０１２０】
　特に、成熟期のＳＬＰ果実は、２グラムと１０グラムの間、特には２．５ｇと５ｇの間
の重さであってよく、又は１ｃｍ～４ｃｍのサイズ、特には１．５ｃｍ～３ｃｍ、掛ける
０．５ｃｍ～５ｃｍ、特には２ｃｍ～４ｃｍの直径を有する。
【０１２１】
　「種無し」形質は、遺伝的決定因子の支配下であり、例えば、ペッパーに単為結実を人
工的に誘発させるために温室でのペッパーの保護栽培に一般的に用いられる植物ホルモン
又は植物抽出物等の誘発剤による人口的な処理とは無関係に、本発明に従うペッパー植物
において永久に発現される。本発明に従う植物における「種無し」形質の発現は、受粉又
は受精プロセス、気候条件又は季節的変動を含むその他の外的因子ともほとんど無関係で
ある。
【０１２２】
　その結果、本発明に従う植物は、あらゆる季節において、すなわち、環境気温の平均が
４℃と１４℃の間、特には６℃と１２℃の間の範囲であるイスラエルのアラバ地方（Ａｒ
ａｖａ　ｒｅｇｉｏｎ）（地中海性気候）の冬季に見られるような不都合な成長条件下に
おいても、非常に優れた実止まりを示す。
【０１２３】
　本発明の一つの態様では、植物全体にわたって種無し果実を実止まりさせる能力を特徴
とする、雄性不稔性である種無しペッパー（ＳＬＰ）植物が開発された。この果実のサイ
ズは小さく、従って通常は一口で食べることができる。
【０１２４】
　特に、隔離された雄性不稔性種無しペッパー植物系は、（ｉ）あらゆる季節における非
常に優れた実止まり；（ｉｉ）強く耐寒性のある植物；（ｉｉｉ）側枝及び細枝の枝分か
れが多い結果となる、不稔性ではないペッパーと比較して弱い頂芽優勢；（ｉｖ）節の約
２０％にて、節あたり２個の果実を実止まりさせる傾向；（ｖ）比較的均一であるサイズ
及び形状；（ｖｉ）およそ１０ｃｍの長さである節間の短い間隔；（ｖｉｉ）不稔性では
ない植物と同様に、第一節から始まり枝の長さ方向に沿って進行する果実の産出；並びに
（ｖｉｉｉ）花粉を有さず小さい葯を持つ花、から成る群より選択されるものを含む特有
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の特徴を示す。
【０１２５】
　さらに、前記の隔離された植物系上に成長するペッパー果実は、（ｉ）種無し果実；（
ｉｉ）成熟期には赤く色づき、未成熟期（熟していない）は緑色である果実；（ｉｉｉ）
円錐様の形状、すなわちベル型と典型的な円錐型との間である形状；（ｉｖ）長さ約２～
４ｃｍ掛ける直径約３～４ｃｍであるサイズ；並びに（ｖ）非常に甘い味（約８～約１１
°のブリックス度）、から成る群より選択されるものを含む特有の特徴を示す。
【０１２６】
　本発明は、本発明の植物によって示される「種無し」形質が遺伝的に制御されることを
示唆する実験的な証拠を提供する。特に、「種無し」形質は、多重遺伝子性及び通性であ
ると思われる。これらの植物及び変種は、昆虫又は手作業によって受粉すると、実止まり
及び果実の発育が正常に発生する。しかし、受粉が困難であるか又は起こらない条件下に
おいて、これらの植物及び変種はそれでも正常に発育する果実の実止まりを起こすが、一
方、先行技術の従来の植物及び変種は、全く実止まりを起こさない場合があり、又は果実
は実止まりするが、多くの場合変形しているか及び／若しくは花が終わると直ちに腐敗が
始まり、貧弱な果実の成長が限界であり、最後には花の終わりから進行する腐敗に追いつ
かれてしまう。
【０１２７】
　「種無し」形質は、育種、単一形質転換（ｓｉｎｇｌｅ　ｔｒａｉｔ　ｃｏｎｖｅｒｓ
ｉｏｎ）、及び形質転換から成る群より選択される方法によって、トウガラシ属のその他
のいかなる植物又は植物系にも遺伝子移入することができる。特に、「種無し」形質は、
植物育種分野の当業者に公知の方法によって、商業用のペッパー系及び変種へ遺伝子移入
することができる。
【０１２８】
　商業用のペッパーは、一般的には、２種類の親系の交雑から作出されたハイブリッドで
ある（同系交配）。ハイブリッドの開発には、一般に、ホモ接合性同系交配系の開発、こ
れらの系の交雑、及びこの交雑体の評価が必要である。
【０１２９】
　系統育種（Ｐｅｄｉｇｒｅｅ　ｂｒｅｅｄｉｎｇ）及び循環選抜育種（ｒｅｃｕｒｒｅ
ｎｔ　ｓｅｌｅｃｔｉｏｎ　ｂｒｅｅｄｉｎｇ）法を用いて同系交配系を育種集団から開
発する。育種プログラムは、２若しくは３種類以上の同系交配系又は種々のその他の生殖
質源からの遺伝的背景を育種プールと組み合わせ、そこから自殖及び所望の表現型の選別
によって新規な同系交配系が開発される。新規な同系交配は、その他の同系交配系と交雑
させ、これらの交雑からのハイブリッドを評価し、これらの中のどれが商業的な可能性を
持つかを判断する。植物育種及びハイブリッドの開発は、コストが高く、労力及び時間の
かかるプロセスである。
【０１３０】
　系統育種は、２種類の遺伝子型の交雑から開始し、これらの各々は、他方に欠けている
か又は他方を補完する１若しくは２個以上の所望の特性を有してよい。元の２種類の親に
よって所望される特性のすべてが提供されない場合は、特性源となるその他のものを育種
集団へ含めることができる。系統育種法では、優勢である植物が自殖し、続いての世代で
選択される。続いての世代では、自己受粉及び選択の結果としてヘテロ接合性の状態が同
種系に取って代わられる。通常、系統育種法では、自殖及び選択の５若しくは６以上の世
代：Ｆ１～Ｆ２；Ｆ３～Ｆ４；Ｆ４～Ｆ５等、が実践される。各々がもう一方の遺伝子型
を補完する遺伝子型を持つ２種類の同系交配系の交雑から、単交雑ハイブリッドが得られ
る。第一世代のハイブリッド子孫はＦ１で表される。商業用ハイブリッドの開発では、Ｆ
１ハイブリッド植物のみが探求される。好ましいＦ１ハイブリッドは、その同系交配の親
と比較してより草勢がある。このハイブリッドの生産力（雑種強勢又はヘテロシス）は、
栄養成長の増加及び収穫量の増加を含む多くの多遺伝子形質（ｐｏｌｙｇｅｎｉｃ　ｔｒ
ａｉｔｓ）に現れ得る。ペッパーにおける育種は、葯培養によって得られた倍加半数体を
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用いることで促進することができる。このような技術により、通常の系統育種プロセスよ
りも短い期間で純系を作出することによって、このプロセスを確保する可能性がもたらさ
れる。トウガラシ属内の植物は、容易に他家受粉させることができる。形質の転移も、例
えばさらに商業用の系を得るために、異なる種類のペッパー植物を含め一つのペッパー植
物から別のペッパー植物へ、従来の育種技術を用いて容易に行われる。優良系への形質の
遺伝子移入は、例えば、循環選抜育種により、例えば戻し交雑によって達成される。この
場合、優良系（反復親）を、形質、特に本発明に従う「種無し」形質を持つドナーである
同系交配（非反復親）とまず交雑させる。次に、この交雑の子孫を反復親へ戻って交配さ
せ、続いて得られた子孫を形質について選別する。３、好ましくは４、より好ましくは５
若しくは６以上の世代にわたる反復親との戻し交雑、及び形質、特に本発明に従う「種無
し」形質についての選別の後、子孫は耐性を有する遺伝子座に対してヘテロ接合性である
が、ほとんど、又はほとんどすべてのその他の遺伝子については反復親と同様である（例
えば、参照することで本明細書に組み入れられる、Ｐｏｅｈｌｍａｎ　＆　Ｓｌｅｐｅｒ
　（１９９５）　Ｂｒｅｅｄｉｎｇ　Ｆｉｅｌｄ　Ｃｒｏｐｓ，　４ｔｈ　Ｅｄ．，　１
７２‐１７５；　Ｆｅｈｒ　（１９８７）　Ｐｒｉｎｃｉｐｌｅｓ　ｏｆ　Ｃｕｉｔｉｖ
ａｒ　Ｄｅｖｅｌｏｐｍｅｎｔ，　Ｖｏｌ．１：　Ｔｈｅｏｒｙ　ａｎｄ　Ｔｅｃｈｎｉ
ｑｕｅ，　３６０‐３７６、参照）。形質についての選別は各交雑の後に実施する。ペッ
パーの雄性不稔性は入手可能である。特に遺伝的雄性不稔性は、スィートペッパー系を例
とする商業用の系に広く用いられており（例えば、Ｄａｓｋａｔｏｆｆ　Ｓ．　（１９７
２）、参照）、一方、チリペッパーでは、細胞質雄性不稔性（Ｐｅｔｅｒｓｏｎ，　１９
５８）も用いられる（Ｍａｌｅ　ｓｔｅｒｉｌｅ　ｐｅｐｐｅｒ　ｍｕｔａｎｔｓ　ａｎ
ｄ　ｔｈｅｉｒ　ｕｔｉｌｉｚａｔｉｏｎ　ｉｎ　ｈｅｔｅｒｏｓｉｓ　ｂｒｅｅｄｉｎ
ｇ．　Ｅｕｃａｒｐｉａ，　ｍｅｅｔｉｎｇｓ　ｏｎ　ｇｅｎｅｔｉｃ　ａｎｄ　ｂｒｅ
ｅｄｉｎｇ．　Ｔｕｒｉｎ　１９７１，２０５‐２１０）。
【０１３１】
　従って、一つの態様では、本発明は、種無しペッパー植物を作出する方法に関し、その
方法は、
　ｉ）雌性系としての雄性不稔性である種無しペッパー植物と雄性系としての雄性稔性（
種あり）ペッパー植物とのＦ１ハイブリッドの同系交配系の種子を提供する工程；
　ｉｉ）該種子を発芽させてそこから成熟稔性植物を成長させる工程；
　ｉｉｉ）（ｉｉ）の下で成長させた該植物の自己受粉を誘発し、果実を成長させてそこ
から稔性の種子を収穫する工程；及び
　ｉｖ）ｉｉｉ）の下で収穫した種子から植物を成長させ、任意に、種無し果実を成長す
る植物を選別する工程、
　を含む。
【０１３２】
　ペッパーは自己受粉する種であり、従って通常、植物は、これが不稔性でもある場合に
のみ種無しとして容易に認識することができる。理論的には、この２つの現象は、遺伝的
な繋がりという意味において互いに結びついていないが、実質的には、植物がこの２つの
形質を併せ持つ場合に、単為結実を容易に識別することができる。稔性植物を使用する場
合は、果実を切り開いて種子が存在するかどうかを判定することが必要となるであろう。
【０１３３】
　本発明の一つの態様では、「種無し」形質を発現し、従って種無しペッパー果実を成長
させる植物の識別及び選別は、単に花を目視で観察して雄性不稔性個体を識別することに
よって行うことができる。不稔性植物を区別した後、これらを再度植えつけ、これらの種
無し果実の実止まり能力を推定する。これは、例えば、植物を以下の表現型的特性：
　１．稔性植物と同様に、実止まりが第一節から開始されること
　２．実止まりが、受粉及び／又は受精プロセスとは無関係に、稔性植物も通常実止まり
を起こすすべての季節にて発生すること
　３．実止まりが、受粉及び／又は受精プロセスとは無関係に、不都合な条件下にて発生
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すること
　について検査することによって達成することができる。
【０１３４】
　別の選択肢では、マーカー支援育種（ｍａｒｋｅｒ‐ａｓｓｉｓｔｅｄ　ｂｒｅｅｄｉ
ｎｇ）を用いて、本発明に関連する遺伝子座及び／又は隣接するマーカー遺伝子座若しく
はそれと遺伝的に連結したマーカー遺伝子座が、有利な遺伝子型、特にホモ接合体に有利
な遺伝子型を有する個体を識別することができる。
【０１３５】
　従って、当業者に公知の方法によってマーカーを開発し、これを用いて本発明に従い本
明細書で前記にて開示され、種無し形質を表す１若しくは複数の遺伝子座の対立遺伝子又
は一式の対立遺伝子を持つ植物を識別し選別することができる。
【０１３６】
　連鎖不平衡であるマーカー、及び／又は種無し形質に対する遺伝子、ＱＴＬ、若しくは
ハプロタイプが存在するゲノム領域と連結する及び／又はその中に位置するマーカー、並
びに、種無し形質の基礎となる実際の因果関係のある変異を表すマーカー、の識別及び／
又は開発に用いることができる当業者に公知のいくつかの方法又は手法が利用可能である
。これらに限定されないが、当業者に公知のいくつかの手法としては以下のものが挙げら
れる：
　‐候補遺伝子手法；候補遺伝子配列又は候補遺伝子と連結する配列を、対象とする形質
と関連する及び／又は遺伝的に連結する多型について探索することができ、一旦関連付け
及び／又は遺伝的な連結がなされると、これらの多型はマーカー支援育種の用途に用いる
ことができる。
　‐バルク分離解析（Ｂｕｌｋ　ｓｅｇｒｅｇａｎｔ　ａｎａｌｙｓｉｓ）（ＢＳＡ）（
Ｍｉｃｈｅｌｍｏｒｅ　ｅｔ　ａｌ．，　１９９１）；集団の表現型決定に続いて、対象
とする形質の対照的な表現型を持つ植物（通常は５～４０株）をグループ化し、この群は
その集団の表現型の両極端を表すバルクを形成する。次に、バルクを分子マーカー対立遺
伝子の存在又は非存在について試験する。バルクは、表現型の両極端に寄与する対立遺伝
子について対照的であるはずであることから、バルク間のいかなるマーカー多型も、対象
とする形質との連結を例とする遺伝的に連結する候補マーカーであり、これはマーカー支
援育種の用途に用いることができ、又は、別の選択肢として、これを用いて対象とする形
質を遺伝的にマッピングすることができる。
　‐ＱＴＬマッピング又は関連マッピング手法；植物の一群の集団に対する対象とする形
質の特性決定（表現型決定）及び遺伝子型決定を、好ましくはゲノム全体にわたって都合
よく分布したマーカーを用いて行うことができる。遺伝子型データ及び表現型データを得
た後、一般的なＱＴＬマッピング及び／又は関連マッピングソフトウェアツールを用いた
遺伝子型及び表現型データのジョイント解析により、遺伝子型データと表現型データとの
間の関連性のパターンについての探索を行う。続いて、対象とする形質と関連するマーカ
ーを、マーカー支援育種の用途に用いることができる。
【０１３７】
　ＱＴＬ及び／若しくは関連マッピングに続いて、又は対象とする形質と連結したマーカ
ーの遺伝的マッピングに続いて、同一のゲノム領域内に位置する（従って、遺伝的に連結
している）ことが既知であるその他のマーカー又は遺伝子を識別し、これを用いて対象と
する領域内のさらなるマーカーを開発することができ、並びに／又は、これをマーカー支
援育種の用途に用いることができる。
【０１３８】
　遺伝的に連結したマーカー又はマーカー配列を用い、ハイブリダイゼーション、ＰＣＲ
、及び／又はコンピュータを用いた手法により、これらのマーカーに隣接するその他の核
酸配列を単離することもできる。このような隣接核酸配列を用いて、これもマーカー支援
育種の集団に用いることができる、対象とする形質と関連する及び／若しくは遺伝的に連
結した新規な並びに／又はさらなる多型を探索することができる。
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【０１３９】
　対象とする形質と関連する及び／若しくは遺伝的に連結した核酸配列を比較ゲノム及び
／又はシンテニーマッピング（ｓｙｎｔｈｅｎｙ　ｍａｐｐｉｎｇ）の手法に用いて、相
同領域、並びに相同及び／若しくはオルソロガス配列、並びに／又は候補遺伝子を識別す
ることもできる。
【０１４０】
　一つの態様では、従って、本発明は、本発明に従うペッパー植物、特に、アバディーン
、ＡＢ２１　９ＹＡ、スコットランド、英国のＮＣＩＭＢに、それぞれＮＣＩＭＢ４１５
５８、ＮＣＩＭＢ４１５５９、ＮＣＩＭＢ４１５６０、ＮＣＩＭＢ４１５６１、及びＮＣ
ＩＭＢ４１５６２の受託番号で２００８年５月２６日に寄託された種子から成長された、
トウガラシＡＲ０７‐Ｆ１‐５６‐ｂ；トウガラシＡＲ０７‐Ｆ１‐８７‐ｂ；トウガラ
シＡＲ０７‐Ｆ１‐１６６‐ｂ；トウガラシＡＲ０７‐Ｆ１‐１７１‐Ｘ；及び、トウガ
ラシＡＲ０７‐Ｆ１‐１７２‐Ｘと称するハイブリッドペッパー植物、又はこれらのＦ２
子孫、の「種無し」形質を制御する遺伝的決定因子と遺伝的に連結した遺伝マーカーに関
する。この遺伝マーカーとしては、これらに限定されないが、制限断片長多型（ＲＦＬＰ
）、ランダム増幅多型ＤＮＡ（ＲＡＰＤ）、増幅断片長多型（ＡＦＬＰ）、単純反復配列
（ＳＳＲ）、及び一塩基多型、ＳＮＰ、又は「種無し」形質と関連する及び／若しくは遺
伝的に連結したいずれかの核酸配列、から成る群より選択されるいずれのマーカーであっ
てもよい。
【０１４１】
　本発明は、本明細書にて上述のものを含むこのようなマーカー、特に、アバディーン、
ＡＢ２１　９ＹＡ、スコットランド、英国のＮＣＩＭＢに、それぞれＮＣＩＭＢ４１５５
８、ＮＣＩＭＢ４１５５９、ＮＣＩＭＢ４１５６０、ＮＣＩＭＢ４１５６１、及びＮＣＩ
ＭＢ４１５６２の受託番号で２００８年５月２６日に寄託された種子から成長された、ト
ウガラシＡＲ０７‐Ｆ１‐５６‐ｂ；トウガラシＡＲ０７‐Ｆ１‐８７‐ｂ；トウガラシ
ＡＲ０７‐Ｆ１‐１６６‐ｂ；トウガラシＡＲ０７‐Ｆ１‐１７１‐Ｘ；及び、トウガラ
シＡＲ０７‐Ｆ１‐１７２‐Ｘと称するハイブリッドペッパー植物、又はこれらのＦ２子
孫の「種無し」形質を制御する遺伝的決定因子と遺伝的に連結したマーカー、を開発する
方法にも関する。
【０１４２】
　さらに本発明によって包含されるものは、同一のゲノム領域内に位置する（従って、遺
伝的に連結している）ことが既知であるその他のマーカー若しくは遺伝子を識別し、対象
とする領域内の及び／又はマーカー支援育種の用途におけるさらなるマーカーを開発する
ための、本発明に従うこのようなマーカーの使用である。
【０１４３】
　さらなる態様では、本発明は、種無しペッパー植物であって、該ペッパー植物の「種無
し」形質を制御する遺伝的決定因子と遺伝的に連結した本発明に従うマーカー、特に、ア
バディーン、ＡＢ２１　９ＹＡ、スコットランド、英国のＮＣＩＭＢに、それぞれＮＣＩ
ＭＢ４１５５８、ＮＣＩＭＢ４１５５９、ＮＣＩＭＢ４１５６０、ＮＣＩＭＢ４１５６１
、及びＮＣＩＭＢ４１５６２の受託番号で２００８年５月２６日に寄託された種子から成
長された、トウガラシＡＲ０７‐Ｆ１‐５６‐ｂ；トウガラシＡＲ０７‐Ｆ１‐８７‐ｂ
；トウガラシＡＲ０７‐Ｆ１‐１６６‐ｂ；トウガラシＡＲ０７‐Ｆ１‐１７１‐Ｘ；及
び、トウガラシＡＲ０７‐Ｆ１‐１７２‐Ｘと称するハイブリッドペッパー植物、又はこ
れらのＦ２子孫から、特に本明細書で開示の方法を適用することによって得ることができ
るマーカー、を有する種無しペッパー植物に関する。
【０１４４】
　マーカーに基づく選別は、視覚的に判断することができ、対象とする形質、すなわち「
種無し」形質に関連し、さらには、例えば、草勢、節間長さ、分枝、害虫耐性、ＴＭＶ（
タバコモザイクウイルス）及びＴＳＷＶ（トマト黄化萎縮ウイルス）等のウイルス耐性等
、商業的なハイブリッド作出に用いられる植物の適性に関する重要な生産力の指標にも関
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連する、表現型的特性に大部分が基づいているスクリーニングの方法と多くの場合組み合
わせて、同系交配開発の初期のフェーズで既に用いていてもよい。選別は、対象とする形
質と連結していてもしていなくてもよい分子マーカーに基づいたものであってもよい。
【０１４５】
　特に、マーカーに基づく選別は、表現型的選別と組み合わせて又はこれに続いて適用す
ることで、本発明に関連する遺伝子座のすべてがヘテロ接合又はホモ接合に有利である遺
伝子型を有する個体を識別することができる。
【０１４６】
　マーカーに基づく選別に用いることができる分子マーカーにはいくつかの種類があり、
これらに限定されないが、制限断片長多型（ＲＦＬＰ）、ランダム増幅多型ＤＮＡ（ＲＡ
ＰＤ）、増幅断片長多型（ＡＦＬＰ）、単純反復配列（ＳＳＲ）、及び一塩基多型、ＳＮ
Ｐ、が挙げられる。
【０１４７】
　ＲＦＬＰは、制限酵素を用いて特定の短い制限酵素部位にて染色体ＤＮＡを切断するこ
とを含み、多型は、この部位間の重複若しくは欠失、又は制限酵素部位における変異の結
果である。
【０１４８】
　ＲＡＰＤは、任意配列の単一のプライマーによる低ストリンジェンシーポリメラーゼ連
鎖反応（ＰＣＲ）増幅を用いて、匿名ＤＮＡ断片（ａｎｏｎｙｍｏｕｓ　ＤＮＡ　ｆｒａ
ｇｍｅｎｔｓ）の系統特異的アレイを作製する。この方法は、極僅かのＤＮＡサンプルし
か必要とせず、非常に数多くの多型遺伝子座が分析される。
【０１４９】
　ＡＦＬＰでは、ＰＣＲ及びプライマー内の選択的ヌクレオチドを用いて特定の断片を増
幅する前に、細胞ＤＮＡの制限酵素による消化が必要である。この方法と共に電気泳動法
を用い、得られた断片を視覚化することによってプライマーの組み合わせあたり最大１０
０個の多型遺伝子座の測定が可能であり、各試験に対して少量のＤＮＡサンプルしか必要
としない。
【０１５０】
　ＳＳＲ分析は、真核生物のゲノム全体にわたって広く分散しているＤＮＡマイクロサテ
ライト（短鎖反復）配列に基づいており、これを選択的に増幅して単純反復配列内の変異
を検出する。ＳＳＲ分析は、極僅かのＤＮＡサンプルしか必要としない。
【０１５１】
　ＳＮＰは、点変異を効果的に取り上げるＰＣＲ伸長アッセイを用いる。この手順は、サ
ンプルあたり少しのＤＮＡしか必要としない。上記の方法の一つ又はその組み合わせを、
典型的なマーカーに基づく選抜育種プログラムに用いることができる。
【０１５２】
　現在、植物ゲノムの多型領域に広がるヌクレオチド断片の増幅を達成する最も好ましい
方法は、ポリメラーゼ連鎖反応（「ＰＣＲ」）を用いるもので（Ｍｕｌｌｉｓ　ｅｔ　ａ
ｌ．，　Ｃｏｌｄ　Ｓｐｒｉｎｇ　Ｈａｒｂｏｒ　Ｓｙｍｐ．　Ｑｕａｎｔ．　Ｂｉｏｌ
．　５１　：２６３　２７３　（１９８６））、その二本鎖形態の多型を定める近位配列
へハイブリダイズする能力を有する順方向プライマー及び逆方向プライマーを含むプライ
マー対を用いる。
【０１５３】
　基本的に、ＰＣＲ増幅の方法は、増幅されるべきＤＮＡセグメントに隣接する２本の単
鎖オリゴヌクレオチドプライマー配列、又は該ＤＮＡセグメントに連結したアダプター配
列を有するプライマー又は一対のプライマーの使用を含む。このＤＮＡの加熱及び変性の
サイクルを繰り返し、続いて、低温にてプライマーをその相補配列へアニーリングし、ア
ニーリングされたプライマーをＤＮＡポリメラーゼによって伸長させる。プライマーは、
ＤＮＡ標的配列の他方の鎖へハイブリダイズする。ハイブリダイゼーションとは、相補Ｄ
ＮＡ鎖のアニーリングを意味し、ここで、相補とは、一方の鎖のヌクレオチドが、他方の
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鎖のヌクレオチドと結合して二本鎖構造を形成することができるヌクレオチドの配列を意
味する。プライマーは、ポリメラーゼによるＤＮＡ合成がプライマー間でヌクレオチド配
列全体にわたって二方向に進むように整列される。この方法は、１サイクルでＤＮＡセグ
メントの量を実質的に二倍に増加させる。ＰＣＲ産物はプライマーと相補的でありこれと
結合する能力を有することから、続く各々のサイクルは、前のサイクルで合成されたＤＮ
Ａの量を倍増させる。この方法の結果、特定の標的断片が指数関数的に蓄積され、すなわ
ち、ここでｎをサイクル数とすると、およそ２＜ｎ＞倍となる。
【０１５４】
　ＰＣＲ増幅を通して、プライマーが隣接した何百万というＤＮＡセグメントの複製が作
製される。異なる対立遺伝子における、隣接するプライマー間に位置する反復配列、又は
挿入、又は欠失の数の違いは、増幅されたＤＮＡ断片の長さの変動に反映される。このよ
うな変動は、例えば、増幅されたＤＮＡ断片を電気泳動によってゲル上で分離することに
より、又はキャピラリーシークエンサーを用いることにより検出することができる。ゲル
又はプロファイルを分析することにより、植物が所望の対立遺伝子をホモ接合若しくはヘ
テロ接合の状態で含むかどうか、又は所望の若しくは所望されない対立遺伝子が植物ゲノ
ムに存在しないかどうか、を判定することができる。
【０１５５】
　ＳＮＰのように、長さの変動をもたらさない異なる対立遺伝子間の配列の変動は、ハイ
ブリダイゼーションに基づいても酵素に基づいてもよい多様な範囲の遺伝子型決定の方法
により、又はＤＮＡの物理的性質に基づくその他の増幅後の方法により、さらには配列決
定により、測定（遺伝性型決定）することができる。
【０１５６】
　「リガーゼ連鎖反応」（「ＬＣＲ」）（Ｂａｒａｎｙ，　Ｐｒｏｃ．　Ｎａｔｌ．　Ａ
ｃａｄ．　Ｓｃｉ．（Ｕ．Ｓ．Ａ）　８８：１８９　１９３　（１９９１））等の別の選
択肢としての方法を断片の増幅に用いてもよく、これは、２対のオリゴヌクレオチドプロ
ーブを用いて特定の標的を指数関数的に増幅するものである。オリゴヌクレオチドの各対
の配列は、この対が標的の同一の鎖の隣接する配列へハイブリダイズできるように選択さ
れる。このようなハイブリダイゼーションにより、テンプレートに依存するリガーゼに対
する基質が形成される。従って、ＰＣＲのように、得られた産物は続いてのサイクルにお
けるテンプレートとして用いられ、所望の配列の指数関数的な増幅が得られる。
【０１５７】
　ＬＣＲは、多型部位の同一の鎖の近位及び遠位配列を有するオリゴヌクレオチドで実施
することができる。一つの態様では、いずれかのヌクレオチドが多型の実際の多型部位を
含むように設計される。そのような態様では、反応条件は、オリゴヌクレオチド上に存在
する多型部位に対して相補的である特定のヌクレオチドを標的分子が含むか又は含まない
かのいずれかの場合にのみ、オリゴヌクレオチドが互いに連結することができるように選
択される。別の選択肢として、オリゴヌクレオチドは、それが多型部位を含まないように
選択してもよい（Ｓｅｇｅｖ，ＰＣＴ出願国際公開第９０／０１０６９号参照）。
【０１５８】
　別の選択肢として用いてもよいさらなる方法は、「オリゴヌクレオチド連結アッセイ」
（「ＯＬＡ」）である（Ｌａｎｄｅｇｒｅｎ　ｅｔ　ａｌ．，　Ｓｃｉｅｎｃｅ　２４１
　：１０７７　１０８０　（１９８８））。ＯＬＡプロトコルは、標的の一本鎖の隣接す
る配列とハイブリダイズすることが可能であるように設計された２個のオリゴヌクレオチ
ドを用いる。ＬＣＲのように、ＯＬＡは、点変異の検出に特に適している。しかし、ＬＣ
Ｒとは異なり、ＯＬＡは、標的配列の指数関数的な増幅ではなく、「直線的な」増幅をも
たらす。
【０１５９】
　別の選択肢として用いてもよいさらに別の方法は、「インベーダーアッセイ（Ｉｎｖａ
ｄｅｒ　Ａｓｓａｙ）」であり、これは、構造特異的フラップエンドヌクレアーゼ（ＦＥ
Ｎ）を用いて、対立遺伝子特異的オーバーラップオリゴヌクレオチドの一塩基多型（ＳＮ
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Ｐ）部位を含む標的ＤＮＡに対するハイブリダイゼーションによって形成された３次元複
合体を開裂させるものである。標的分子内のＳＮＰ対立遺伝子に相補的であるオリゴヌク
レオチドのアニーリングにより、熱安定性ＦＥＮであるクリーバーゼ（ｃｌｅａｖａｓｅ
）によるオリゴヌクレオチドの開裂が引き起こされる。開裂は、いくつかの異なる手法に
よって検出可能である。最も一般的には、開裂産物が蛍光共鳴エネルギー転移（ＦＲＥＴ
）カセット上で二次開裂反応を引き起こし、蛍光シグナルを発する。別の選択肢として、
開裂は、蛍光偏光（ＦＰ）プローブの使用により、又は質量分析により直接検出すること
もできる。侵入的開裂反応（ｉｎｖａｓｉｖｅ　ｃｌｅａｖａｇｅ　ｒｅａｃｔｉｏｎ）
は、特異性が高く、失敗の率が低く、ゼプトモル単位の量の標的ＤＮＡを検出することが
できる。このアッセイは、従来から一つの反応あたり、一つのサンプル中の一つのＳＮＰ
の識別に用いられてきたが、これを多重で高処理量であるＳＮＰ遺伝子型決定に適用する
ことができる効率的で正確なアッセイとするよう、新規なチップ又はビーズに基づく手法
が試験されている。
【０１６０】
　Ｎｉｃｋｅｒｓｏｎ　ｅｔ　ａｌ．は、ＰＣＲ及びＯＬＡの特質を組み合わせた核酸検
出アッセイを報告した（Ｎｉｃｋｅｒｓｏｎ　ｅｔ　ａｌ．，　Ｐｒｏｃ．　Ｎａｔｌ．
　Ａｃａｄ．　Ｓｃｉ．（Ｕ．Ｓ．Ａ）　８７：８９２３　８９２７　（１９９０））。
この方法では、ＰＣＲを用いて標的ＤＮＡの指数関数的な増幅を達成し、次にＯＬＡを用
いてこれを検出する。
【０１６１】
　得られた「ジ‐オリゴヌクレオチド」の配列を有する核酸の存在下での２個（若しくは
３個以上）のオリゴヌクレオチドの連結、及びそれによるジ‐オリゴヌクレオチドの増幅
に基づくスキームも公知であり（Ｗｕ　ｅｔ　ａｌ．，　Ｇｅｎｏｍｉｃｓ　４：５６０
　５６９　（１９８９））、本発明の目的に容易に適用することができる。
【０１６２】
　分子マーカーは、従って、ＰＣＲによって増幅されたＤＮＡ断片であってよく、例えば
、ＳＳＲマーカー又はＲＡＰＤマーカーである。増幅されたＤＮＡ断片の存在又は欠如は
、形質自体の存在若しくは欠如、又は形質の特定の対立遺伝子の存在若しくは欠如を示す
ものであり得る。ＳＳＲマーカーを用いる場合は、増幅されたＤＮＡ断片の長さの違いが
、形質の特定の対立遺伝子の存在を示すものであり得、従って、これによって形質の異な
る対立遺伝子間の区別が可能となる。
【０１６３】
　本発明の特定の態様では、単純反復配列（ＳＳＲ）マーカーを用いて、親植物及び／又
はその祖先、並びに該親植物の交雑から得られた子孫植物内の本発明に関連する対立遺伝
子が識別される。単純反復配列は、短鎖反復ＤＮＡ配列であり、すべての真核生物のゲノ
ムに存在し、任意のヌクレオチドモチーフの数個～１００個を超す反復から成る。ゲノム
内の特定の位置に存在する反復の数は植物間で異なる場合が多いことから、ＳＳＲを分析
して特定の対立遺伝子の欠如又は存在を測定することができる。
【０１６４】
　本発明の別の態様では、ＳＮＰマーカーを用いて、親植物及び／又はその祖先、並びに
該親植物の交雑から得られた子孫植物内の本発明に関連する対立遺伝子が識別される。
【０１６５】
　マーカー分析は、非常に若い植物の葉組織又は種子から抽出されたＤＮＡサンプルを用
いて、植物発育の初期に行ってよい。これにより、育種サイクルの初期に所望の遺伝子構
造を有する植物を識別し、所望の本発明に関連する対立遺伝子を持たない植物を受粉の前
に廃棄することが可能となり、従って、育種集団のサイズが減少し、表現型決定の要求事
項が低減される。
【０１６６】
　さらに、分子マーカーを用いることにより、本発明に関連する遺伝子座に所望の本発明
に関連する対立遺伝子の複製を２個持つホモ接合性植物と、複製を１個しか持たないヘテ
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ロ接合性植物と、有利な対立遺伝子の複製を全く持たない植物とを区別することができる
。
【０１６７】
　分子マーカーは、マーカー支援選抜、及び／又は「種無し」形質を持つか若しくは持た
ない植物を追跡するその他のいかなる方法にも用いることができる。このマーカーは、ト
ランスマーカー又はシスマーカーのいずれかであってよい。トランスマーカーは、受ける
側の植物のゲノムへの外来性（ドナー）ＤＮＡの遺伝子移入から得られる多型を示し、こ
の多型は、受ける側のゲノムとシスで連結、すなわち、反対の対立遺伝子と連結する。従
って、シスマーカーは、対象とする対立遺伝子と連結し、一方、トランスマーカーは、反
対の対立遺伝子と連結する（受ける側からの）。
【０１６８】
　同系交配系の有用性、及びハイブリッド子孫へ遺伝的に寄与するその可能性を調べるた
めに、別の同系交配系との試験交雑を行い、得られた子孫の表現型を評価する。記録され
得る形質は、一般に、先端がとがった若しくはとがっていない果実、辛い若しくは辛くな
い、赤色、黄色、若しくはオレンジ色、等の果実形状及び果実特性に関連する形質が含ま
れる。節間の長さ、成長力、及び分枝等の植物特性も、ＴＭＶ（タバコモザイクウイルス
）及びＴＳＷＶ（トマト黄化萎縮ウイルス）等の特定のウイルス耐性と共に考慮される。
【０１６９】
　遺伝子型決定又は関連マッピングに対しては、ＤＮＡを、例えば葉組織等の適切な植物
物質から抽出する。特に、複数の植物の大部分の葉を採取する。ＤＮＡサンプルは、複数
の多型ＳＳＲ、ＳＮＰ、又はペッパーゲノム全体に適用されるその他のいずれかの種類の
マーカーを用いて遺伝子型決定される。
【０１７０】
　遺伝子型及び表現型のデータのジョイント解析は、標準的なソフトウェアを用いて実施
することができる。
【実施例】
【０１７１】
　以下の実施例は説明のための態様を提供する。本開示及び当業者の一般的なレベルを考
慮すると、当業者であれば、以下の実施例が単なる代表例であることを意図するものであ
り、本発明で主張する主題の範囲から逸脱することなく、数多くの変形、改変、及び変更
を用いることが可能であることは理解されるであろう。
【０１７２】
実施例１：種無しペッパー系の単離
　１．１　成長及び栽培の条件：　本発明のＳＬＰは、ネティフハハサラ及びゾファー（
Ｚｏｆａｒ）（イスラエル）にて、２回の成長季にわたって、すなわち、２００６年の春
季及び夏季；並びに２００６から２００７年にかけての秋季及び冬季に成長させた。ほと
んどの植物と同様に、特にペッパーでは、記載の特性は、成長の季節及び条件と関連して
いる。他の条件下では、植物の特性が大きく異なったものになる場合があると推察するこ
とができる。以下に実施例を示す。
【０１７３】
　ネティフハハサラでの条件：　加温なしのプラスチックカバーによる温室、遮光ネット
による覆い（４０％、５月より）；砂質土；２００６年２月に播種；１０００ｍ2あたり
２５００株の植物；スペイン式の側部を支持する添え木；商業的な実践として確立されて
いるように、果実の摘果及び植物の剪定は行わない。
【０１７４】
　ゾファーでの条件：　加温なしのネットハウス、二重のネットを用い、白色ネット（２
５メッシュ、２０％遮光）は成長季を通して、４０％遮光の黒色ネットは成長季の最初の
４０日間、及び最後の２ヶ月間（すなわち２月及び３月）に使用、砂質土；２００６年７
月に播種；１０００ｍ2あたり３５００株の植物；スペイン式の側部を支持する添え木；
商業的な実践として確立されているように、果実の摘果及び植物の剪定は行わない。
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【０１７５】
　１．２　系統情報：　このような種無し植物の一つの系統は、以下のスキームに示す通
りである。
【０１７６】
【表１】

【０１７７】
　Ｐ１及びＰ２の元となるのは、フィールドＬ３で成長させた商業用変種のＦ２種子であ
る。Ｐ２の集団（プロットＬ３‐１８８）を不稔性によって分割した。Ｐ１及びＰ２は、
その植物の強さ及び非常に良い質に従って選別した。Ｐ１は、プロット「Ｌ３‐１６１」
の第４番の稔性植物の種子から作り、Ｐ２は、プロットＬ３‐１８８の多くの稔性植物の
大量の種子からである。いずれも種類はレッドペッパーであった。ハイブリッド「Ｂ５‐
Ｆ１‐２１７‐ｂ」は、これらの２種類の植物から作出し、ここで、Ｐ１が雄性親、Ｐ２
が雌性親であった。このハイブリッド（１５株）はプロット１２２のフィールドＰＣで成
長させ、全植物からＦ２種子を回収した。このＦ２種子をプロット１５５のフィールドＬ
５に播種した。この集団を不稔性によって分割した。多くの他の不稔性植物の中でも、第
１番の植物を、植物全体にわたって小サイズの種無し果実を実止まりさせる能力によって
区別した。この植物を栄養成長によって繁殖させ、秋‐冬季に子孫を成長させた。この季
節におけるこれらの植物の生産力は春‐夏季と非常に類似していた。
【０１７８】
　１．３　植物及び果実の特性：　実験により、以下によって定められる果実及び植物が
得られた（写真１及び２参照）：　種無し果実は、（ｉ）種が無いこと；（ｉｉ）成熟期
には赤く色づき、未成熟期（熟していない）は暗緑色に色づく果実；（ｉｉｉ）円錐様の
形状、すなわちベル型と典型的な円錐型との間である形状；（ｉｖ）長さ約２～４ｃｍ掛
ける直径約３～４ｃｍであるサイズ；並びに（ｖ）非常に甘い味（約８～約１１°のブリ
ックス度）、によって特徴付けられる。種無し植物は、特に、（ｉ）あらゆる季節におけ
る非常に優れた実止まり；（ｉｉ）強く耐寒性のある植物；（ｉｉｉ）側枝及び細枝の枝
分かれが多く、弱い頂芽優勢；（ｉｉｉ）節の約２０％にて、節あたり２個の果実を実止
まりさせる傾向；（ｉｖ）比較的均一であるサイズ及び形状；（ｖ）およそ１０ｃｍの長
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さである節間の短い間隔；（ｖｉ）不稔性ではない植物と同様に、第一節から始まり枝の
長さ方向に沿って進行する果実の産出；並びに（ｖｉｉ）花粉を有さず小さい葯を持つ花
、を含む群より選択される特徴によって特徴付けられる。
【０１７９】
実施例２：「種無し」形質の遺伝学
　「一口」ペッパーの種類で発見された「種無し」形質が、遺伝的決定因子によって制御
される独立した形質であり、従って、多くの異なる種類のペッパーへ遺伝的に受け継ぐこ
とが可能であることを実証するために、種無し植物を他の種類のペッパー植物と交雑する
ことによって作出した集団の子孫にこの形質が存在することが示される。
【０１８０】
　２．１　育種履歴：　２００７年の春季にて、ＳＬＰ変種２５５‐１を、異なる種類、
ブロッキー、カピャ、及びコニックの８つの変種と交雑させた。これらのハイブリッドを
２００７から２００８年にかけての秋／冬季に成長させ、１０株のＦ１植物からＦ２種子
を収穫した。
【０１８１】
【表２】

実施例３：ハイブリッドからの「種無し」形質の回復
　３．１　実験計画：　寄託された５種類のハイブリッドを、各々につき１０株の個体植
物（合計５０株の植物）にて、寄託された種子から成長させた。自己受粉により、これら
の個体植物からＦ２種子を得た。Ｆ２種子を植物から収穫し、分離しておいた。各Ｆ１植
物からのＦ２種子５５個を播種した（合計２７５０個の種子、ハイブリッドファミリーあ
たり５５０個の種子）。各寄託されたハイブリッドファミリーから１００～１３０株の不
稔性Ｆ２植物を得ることを目標とした（５５０個の約２５％）。試験は、各Ｆ２子孫が別
々に移植されるように設計した。さらに、コントロールとして、その子孫にＳＬＰ形質が
発見された元のハイブリッドからのＦ２種子についても、３つのＦ１植物から６００個の
種子、各々から２００個の種子を播種した。次に、Ｆ２植物を、雄性不稔性（ＭＳ）形質
及び種無しペッパー（ＳＬＰ）形質の発現について分析する。雌性系（ＳＬＰ系）ではＭ
Ｓ形質が同種劣勢（ｈｏｍｏｇｅｎｏｕｓ　ｒｅｃｅｓｓｉｖｅ）であるのに対し、Ｆ１
ハイブリッドでは、異型遺伝子性（雄性系はすべて同種雄性稔性）である。
【０１８２】
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　バックアップとして、１週間後に追加の種子を播種した。この播種サイクルには、第一
サイクルで播種したファミリー（発芽が不十分である場合に備えて）、及び可能性のある
変異を豊富にするために他のハイブリッドからのＦ２ファミリーを含めた。
【０１８３】
　約１～２ヵ月後、苗をポットに移植し、苗床で継続して成長させる。種無し不稔性植物
のスクリーニング及び選別は、簡便な花の観察によって行う。不稔性植物を区別した後、
それらをネットハウス（昆虫による他家受粉を避けるための５０メッシュの白色ネット）
にて２５００株／１０００ｍ2の密度で栽培する。単為結実性の表現型決定は２週間後に
行う。
【０１８４】
　３．２　結果：　Ｆ２種子に含まれる雄性不稔性形質（ＭＳ）は、２７％の平均比率で
発現される（一遺伝子性劣勢形質（ｍｏｎｏｇｅｎｉｃ　ｒｅｃｅｓｓｉｖｅ　ｔｒａｉ
ｔ）に期待される理論比率の２５％から大きく離れていない）。ＳＬＰ形質は、ＭＳの背
景では表現型的にのみ発現することができる。ＭＳ植物の集団中でＳＬＰ形質を発現する
植物の平均比率は２３％である。ＳＬＰ形質は環境条件と無関係であるが、発現の度合い
は雄性系の遺伝的背景によって影響され得る。ＳＬＰ植物（ＡＲ０６‐Ｆ３‐２５５‐１
）をカピャ系と交雑させて作出したハイブリッドＡＲ０７‐Ｆ１‐５６‐ｂでは、６％（
元のハイブリッド）から３６％までの範囲である。寄託された系に基づくすべての試験に
おいて、一貫してＳＬＰ形質を回復することができた。データは、ＳＬＰ形質が、少なく
とも２つの主要な遺伝的構成成分が関与する複雑な形質であることを示している。
【０１８５】
　すべてのＳＬＰ植物において、果実の１００％が種無しであり、これらの果実のすべて
が１００％の種無しであった（種有りとなるための胚珠の受精が起こらなかった）。稔性
ネガティブコントロールでは、わずかに非常に時折、植物上のいくつかの個々の果実が種
無しであることが発見されたが；しかし、これは気候の影響又は異常な受粉の結果であり
、遺伝的な現象ではない。
【０１８６】
寄託：
　以下のトウガラシ系の種子サンプルを、２００８年５月２６日、アバディーン　ＡＢ２
１　９ＹＡ、スコットランド、英国のＮＣＩＭＢに、ブタペスト条約の規定に基づいて寄
託した。
【０１８７】
【表３】

【０１８８】
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　ｌｉｎｋｅｄ　ｔｏ　ｄｉｓｅａｓｅ‐ｒｅｓｉｓｔａｎｃｅ　ｇｅｎｅｓ　ｂｙ　ｂ
ｕｌｋｅｄ　ｓｅｇｒｅｇａｎｔ　ａｎａｌｙｓｉｓ：　ａ　ｒａｐｉｄ　ｍｅｔｈｏｄ
　ｔｏ　ｄｅｔｅｃｔ　ｍａｒｋｅｒｓ　ｉｎ　ｓｐｅｃｉｆｉｃ　ｇｅｎｏｍｉｃ　ｒ
ｅｇｉｏｎｓ　ｂｙ　ｕｓｉｎｇ　ｓｅｇｒｅｇａｔｉｎｇ　ｐｏｐｕｌａｔｉｏｎｓ．
”　Ｐｒｏｃ．　Ｎａｔｌ．　Ａｃａｄ．　Ｓｃｉ．，　ＵＳＡ，　８８：　９８２８‐
９８３２
　Ｍｕｌｌｉｓ　ｅｔ　ａｌ．，　”Ｓｐｅｃｉｆｉｃ　ｅｎｚｙｍａｔｉｃ　ａｍｐｌ
ｉｆｉｃａｔｉｏｎ　ｏｆ　ＤＮＡ　ｉｎ‐ｖｉｔｒｏ　ｔｈｅ　ｐｏｌｙｍｅｒａｓｅ
　ｃｈａｉｎ　ｒｅａｃｔｉｏｎ．”　Ｃｏｌｄ　Ｓｐｒｉｎｇ　Ｈａｒｂｏｒ　Ｓｙｍ
ｐ．　Ｑｕａｎｔ．　Ｂｉｏｌ．　５１：２６３‐２７４　（１９８６）　
　Ｂａｒａｎｙ，　”Ｇｅｎｅｔｉｃ　ｄｉｓｅａｓｅ　ｄｅｔｅｃｔｉｏｎ　ａｎｄ　
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ＤＮＡ　ａｍｐｌｉｆｉｃａｔｉｏｎ　ｕｓｉｎｇ　ｃｌｏｎｅｄ　ｔｈｅｒｍｏｓｔａ
ｂｌｅ　ｌｉｇａｓｅ”　Ｐｒｏｃ．　Ｎａｔｉ．　Ａｃａｄ．　Ｓｃｉ．（Ｕ．Ｓ．Ａ
．）　８８：１８９　１９３　（１９９１）
　Ｌａｎｄｅｇｒｅｎ　ｅｔ　ａｌ．，　”Ａ　ｌｉｇａｓｅ‐ｍｅｄｉａｔｅｄ　ｇｅ
ｎｅ　ｄｅｔｅｃｔｉｏｎ　ｔｅｃｈｎｉｑｕｅ”　Ｓｃｉｅｎｃｅ　２４１　：１０７
７　１０８０　（１９８８）
　Ｎｉｃｋｅｒｓｏｎ　ｅｔ　ａｌ．，　”Ａｕｔｏｍａｔｅｄ　ＤＮＡ　ｄｉａｇｎｏ
ｓｔｉｃｓ　ｕｓｉｎｇ　ａｎ　ＥＬＩＳＡ‐ｂａｓｅｄ　ｏｌｉｇｏｎｕｃｌｅｏｔｉ
ｄｅ　ｌｉｇａｔｉｏｎ　ａｓｓａｙ”　Ｐｒｏｃ．　Ｎａｔｌ．　Ａｃａｄ．　Ｓｃｉ
．　（Ｕ．Ｓ．Ａ．）　８７：８９２３‐８９２７　（１９９０）
　Ｗｕ　ｅｔ　ａｌ．，　”Ｔｈｅ　ｌｉｇａｔｉｏｎ　ａｍｐｌｉｆｉｃａｔｉｏｎ　
ｒｅａｃｔｉｏｎ　（ＬＡＲ）　‐　ａｍｐｌｉｆｉｃａｔｉｏｎ　ｏｆ　ｓｐｅｃｉｆ
ｉｃ　ＤＮＡ　ｓｅｑｕｅｎｃｅｓ　ｕｓｉｎｇ　ｓｅｑｕｅｎｔｉａｌ　ｒｏｕｎｄｓ
　ｏｆ　ｔｅｍｐｌａｔｅ‐ｄｅｐｅｎｄｅｎｔ　ｌｉｇａｔｉｏｎ．”　Ｇｅｎｏｍｉ
ｃｓ　４：５６０‐５６９　（１９８９）
　ＰＣＴ出願　ＷＯ９０／０１０６９

【図１】

【図２】

【図３】
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